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生
前
退
位
の
意
向
を
示
し
た
天
皇
陛

下
。そ
の
希
望
に
沿
う
形
で
平
成
31
年
４

月
30
日
を
も
っ
て
平
成
が
終
わ
り
、5
月

1
日
か
ら
新
元
号
に
な
る
こ
と
が
29
年

12
月
１
日
に
開
か
れ
た
皇
室
会
議
で
決

定
し
ま
し
た
。

　

元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ
た

と
き
は
、昭
和
天
皇
崩
御
の
報
道
と
と
も

に
新
し
い
元
号
の
発
表
と
な
り
、衝
撃
的

で
印
象
深
い
平
成
時
代
の
幕
開
け
を
迎

え
た
人
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
64（
１
９
８
９
）年
１
月
７
日
、
当

時
の
皇
太
子
明
仁
親
王
が
１
２
５
代
天
皇

と
し
て
即
位
し
、
元
号
法
に
基
づ
き
改
元

の
政
令
が
出
さ
れ
、
１
月
８
日
に
平
成
時

代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
の
由
来
は「
史
記
」五ご

て

い

ほ

ん

ぎ

帝
本
紀
の

「
内
平
外
成
」、「
書
経
」大だ

い

う

ぼ

禹
謨
の「
地
平

天
成
」か
ら
で
、「
国
の
内
外
、天
地
と
も
平

和
が
達
成
さ
れ
る
」と
い
う
意
味
だ
と
、発

表
時
に
小
渕
官
房
長
官
が
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
元
号
が
使
わ

れ
始
め
た
の
は
大
化（
６
４
５
年
）か
ら

で
、
平
成
は
２
４
７
番
目
で
し
た
。

　

候
補
名
の
考
案
は
、内
閣
総
理
大
臣
に

選
ば
れ
た
有
識
者
た
ち
が
行
い
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
が
提
出
し
た
２
～
５
個
の
候
補

名
を
内
閣
官
房
長
官
ら
が
整
理
し
、原
案

の
選
定
を
行
い
ま
す
。選
ば
れ
た
候
補
名

は
、全
閣
僚
会
議
と
衆
参
両
院
正
副
議
長

の
意
見
聴
取
を
踏
ま
え
決
定
し
ま
す
。

　

平
成
の
ほ
か
に「
修し

ゅ
う
ぶ
ん文
」と「
正せ

い
か化
」の

案
が
あ
り
ま
し
た
が
、当
時
の
内
閣
内
政

審
議
室
長
で
あ
っ
た
的
場
順
三
さ
ん
が

明
治
以
降
の
元
号
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
頭
文
字
で
並
べ
、「
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
後
は
Ｈ

が
据
わ
り
が
良
い
で
し
ょ
う
」と
述
べ
た

こ
と
が
決
め
手
と
な
り
、全
員
一
致
で
平

成
に
決
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

元
号
の
考
案
に
は
次
の
よ
う
な
留
意
事

項
が
あ
り
ま
す
。

1�

国
民
の
理
想
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
よ
う

な
良
い
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と

2
漢
字
２
字
で
あ
る
こ
と

3
書
き
や
す
い
こ
と

4
読
み
や
す
い
こ
と

5�

こ
れ
ま
で
に
元
号
、ま
た
は
贈
り
名
と
し

て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と

6�

俗
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と（
人
名
・
地

名
・
商
品
名
・
企
業
名
な
ど
は
不
可
）

　　

31
年
１
月
４
日
、
安
倍
晋
三
首
相
は
、

新
元
号
に
関
し
て「
国
民
生
活
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
観
点
か
ら
、先
立
っ

て
４
月
１
日
に
発
表
す
る
」と
表
明
し
ま

し
た
。４
月
１
日
に
改
元
政
令
を
閣
議
決

定
後
、
天
皇
陛
下
が
公
布
し
、
新
天
皇
即

位
と
同
時
に
改
元
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

ま
も
な
く
迎
え
る
新
た
な
時
代
。
皆
さ

ん
も
新
元
号
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　

平
成
生
ま
れ
の
１
市
４
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
た
ち
が
、
地
元
ネ
タ
を
中
心
に
振
り

返
り
ま
す
。

�

平
成
時
代
は
皆
と
楽
し
ん
だ
地
元
の
祭

り
が
印
象
深
い
ち
ゃ
ろ
。
町
も
心
も
ピ

ン
ク
に
染
ま
る
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
は
12

年
か
ら
ち
ゃ
ろ
。

ま
つ
り
岡
垣
は
３
年
か
ら
だ
よ
。

祭
り
あ
し
や
は
22
年
か
ら
っ
ち
ゃ
。

�

遠
賀
町
夏
ま
つ
り
は
昭
和
時
代
か
ら
始

ま
っ
た
よ
。

�

な
ん
と
、
中
間
市
は
筑
前
中
間
や
っ

ち
ゃ
れ
祭
を
も
う
40
回
も
や
っ
た
ぬ
ん
。

�

皆
、
町
の
人
た
ち
と
盛
り
上
が
る
祭
り

が
好
き
ち
ゃ
ろ
。

�

盛
り
上
が
る
と
い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
も

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ぬ
ん
。

�

遠
賀
町
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ

ル
を
取
っ
た
競
泳
選
手
が
い
る
よ
。
あ

の
時
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
は
す
ご
か
っ
た

な
あ
。

�

岡
垣
町
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
２
回

出
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
が
い
る
よ
。

�

芦
屋
町
に
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
２
回

出
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
が
お
る
っ

ち
ゃ
。

�

中
間
市
の
希
望
が
丘
高
校
に
も
、
卓

球
界
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
が
い
る

ぬ
ん
。

�

来
年
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
く
れ
る
と
期

待
す
る
ち
ゃ
ろ
。

�

メ
ダ
ル
っ
て
な
ぜ
か
皆
、か
じ
る
よ
ね
。

�

か
じ
る
っ
て
聞
い
た
ら
、
な
ん
だ
か
お

な
か
が
す
い
て
き
た
っ
ち
ゃ
。
な
に
か

お
い
し
い
も
の
な
い
？

�

29
年
に
水
巻
町
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た

「
で
か
に
ん
に
く
」は
ど
う
ち
ゃ
ろ
？

�

中
間
市
で
し
か
栽
培
し
て
い
な
い「
幻

の
枝
豆
」が
お
勧
め
だ
ぬ
ん
。
13
年
か

ら
枝
豆
狩
り
を
始
め
た
ぬ
ん
。

��

お
か
ず
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
、
ご
飯
が

欲
し
く
な
る
っ
ち
ゃ
。

�

ご
飯
な
ら
、
遠
賀
町
特
産
の
ブ
ラ
ン
ド

米「
夢
れ
ん
げ
」！
安
心
安
全
の
米
を

24
年
か
ら
販
売
し
て
い
る
よ
。

�

ご
飯
の
あ
と
は
デ
ザ
ー
ト
だ
ね
。
岡

垣
町
に
は
甘
く
て
お
い
し
い
フ
ル
ー

ツ
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。

�

芦
屋
町
特
産
の「
あ
し
や
ん
い
か
」
も

「
さ
わ
ら
」も
甘
い
っ
ち
ゃ
！

�「
甘
～
～
い
」っ
て
言
葉
、
は
や
っ
た
ね
。

�

流
行
語
も
時
代
の
象
徴
だ
け
ど
、
平
成

時
代
は
情
報
の
発
信
方
法
が
格
段
に
増

え
た
よ
ね
。

�

水
巻
町
は
町
の
総
合
計
画
を「
水
巻
未

来
図
鑑
」と
い
う
絵
本
に
し
て
話
題
に

な
っ
た
ち
ゃ
ろ
。

�

中
間
市
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
４
コ
マ
漫
画「
ケ
ン

ち
ゃ
ん
と
愉
快
な
な
か
ま
た
ち
」で
時

代
に
挑
戦
中
ぬ
ん
。

�

ど
こ
の
市
町
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地

域
の
情
報
を
世
界
に
発
信
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
ね
。平

成
半
端
な
い
っ
て
！

��　

�　
　
　
　
　
　

４
ペ
ー
ジ
か
ら
は
も
っ

と
詳
し
く
平
成
時
代
を
振
り
返
る
よ
。

皆
し
っ
か
り
読
ん
で
い
っ
て
ね
。

平成時代の変化は数あれど…　携帯電話の驚くべき進化を見てみよう！

キャラクターたちの座談会　ー平成を振り返ろうー

元
号
が
変
わ
る

平
成
の
始
ま
り

元
号
決
定
の
手
順

新
元
号
の
発
表
と
改
元

昭和 60（1985）年～平成初期、肩掛
けベルトがついた通信端末「ショル
ダーフォン」のレンタルが開始。重さ
約３㎏。庶民には高嶺の花だった。

７年、低料金のPHSが販売され利用
者が一気に増加。９年、メール送信
サービス開始。11年、インターネッ
トの閲覧や写真撮影が可能になった。

平成３年、携帯電話の軽量化が進ん
だが、より手頃なポケベル（文字通信
のみ）の方が普及し、女子高校生のコ
ミュニケーションツールとして発展。

14 年、写真付きメールや着信メロ
ディなどのサービスが開始。15 年
には動画もメールで送信できるよう
になった。

20年、アップル社からタッチパネルで
操作する初代 i

アイフォーン
Phone が発表され、日

本でも販売開始。A
アンドロイド
ndorid 端末も含め

スマートフォンの性能は年々進化中！

17 年、テレビ放送を見ることがで
きるワンセグチューナー搭載の端末
が発売。端末で買い物ができるシス
テムなども誕生した。

中間市
なかっぱ

20 年誕生

遠賀町
おんがっぴー

26 年誕生

芦屋町
アッシー

26 年誕生

岡垣町
びわりん＆
びわすけ

24 年誕生

水巻町
みずまろ

30 年誕生
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さ
よ
う
な
ら「
平
成
」あ
り
が
と
う「
平
成
」

　
30
年
前
、
当
時
の
官
房
長
官
で
あ
っ
た
故
小
渕
恵
三
さ
ん
が
掲
げ
た
「
平
成
」の
二
文
字
か
ら

始
ま
っ
た
時
代
が
、間
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。世
界
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
っ

た
30
年
間
。
私
た
ち
の
住
む
市
町
で
は
ど
の
よ
う
な
出
来
事
や
変
化
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
度
の
遠
賀
・
中
間
１
市
４
町
合
同
企
画
は
、
新
元
号
を
迎
え
る
に
あ
た
り
改
元
へ
の
理
解

を
深
め
、
平
成
時
代
に
起
こ
っ
た
印
象
的
な
出
来
事
を
年
表
と
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

遠
賀
・
中
間
１
市
４
町
合
同
企
画
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水巻町オランダ大壁画完成

６
年

よみがえれ、茶釜の名品。芦屋釜の里開園
７年

芦屋

　芦屋釜の里は、芦屋釜の復興を目的として7年 5月に開園しました。芦屋釜
とは、室町時代を中心に芦屋津金屋（現在の芦屋町中ノ浜付近）で作られてい
た鉄製の茶の湯釜で、名品として名をはせました。その製作は江戸時代初期頃
に途絶えますが、現代でも評価は高く、国指定重要文化財の茶の湯釜 9点の
うち、8点を芦屋釜が占めています。芦屋釜の里では残された芦屋釜の調査と、
鋳
い も じ

物師の養成を行っていま
す。16 年間の養成期間を
経て25年度に１人が独立。
2021年度にもう１人が独
立する予定です。芦屋釜の
製作が途絶えておよそ400
年。平成の世に、現代の
芦屋釜が復活しています。国道３号岡垣バイパス開通

２
年

みどりんぱぁーく完成
10 年

水巻

　水巻町で一番大きな公園「みどりんぱぁーく」。この名前は公募で決定し
ました。町内外から多くの人が訪れるこの公園は広々とした芝生公園や健
康遊具、乳幼児専用の遊び場などが充実。幅広い年代の人が楽しむことが
できる町の人気スポットです。
　12 年からは、毎年
秋のコスモス開花時期
に合わせて開催される
コスモスまつりの会場
としても使用され、多
くの人が訪れていま
す。コスモスまつりは、
2019 年に記念すべき
20回目を迎えます。

元
年　

◦
昭
和
天
皇
崩
御
に
よ
り
元
号
が
平
成
に

　
　
　

◦
消
費
税
法
施
行
、
税
率
は
３
％

　
　
　

◦
中
間
市
に
屋
根
の
な
い
博
物
館
完
成

　
　
　

�

◦�

お
ん
が
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
開
始
（
16
年

ま
で
）

　
　
　

◦
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

２
年　

◦
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
開
園

　
　
　

�

◦�

遠
賀
町
遠
賀
川
漕
艇
場
で
と
び
う
め
国
体

夏
季
大
会
開
催
（
ボ
ー
ト
競
技
）

　
　
　

◦
国
道
３
号
岡
垣
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　
　

◦
水
巻
町
制
50
周
年

　
　
　

◦
礼
宮
さ
ま
と
紀
子
さ
ま
御
成
婚

３
年　

◦�

雲
仙
普
賢
岳
噴
火
で
大
火
砕
流
発
生

　
　
　

◦
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

　
　
　

◦
湾
岸
戦
争
勃
発

　
　
　

◦
芦
屋
町
制
１
０
０
周
年

　
　
　

◦
ま
つ
り
岡
垣
開
始

４
年　

�
◦�
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
芦
屋
町
出

身
の
中
西
千
枝
子
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

が
出
場

　
　
　

◦
育
児
休
業
法
が
施
行

　
　
　

◦
東
海
道
新
幹
線
で
「
の
ぞ
み
」運
転
開
始

　
　
　

◦
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
開
園

５
年　

◦
皇
太
子
さ
ま
と
雅
子
さ
ま
御
成
婚

　
　
　

◦
水
巻
町
明
神
ヶ
辻
山
自
然
公
園
完
成

　
　
　

◦
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

　
　
　

◦
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
開
館

　
　
　

◦
遠
賀
町
出
会
い
の
架
け
橋
完
成

６
年　

���

◦
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
オ
ー
プ
ン

　
　
　

◦
水
巻
町
オ
ラ
ン
ダ
大
壁
画
完
成

　
　
　

◦
岡
垣
町
で
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
開
始

　
　
　

◦�

遠
賀
川
の
渇
水
発
生
で
水
巻
町
に
埋
蔵
土

器
出
土

７
年　

�

◦�

芦
屋
釜
の
里
開
園

　
　
　

�

◦�

芦
屋
町
砂
浜
の
美
術
展
開
始
（
17
年
ま
で
）

　
　
　

◦
水
巻
町
第
１
回
中
学
生
議
会
開
催

　
　
　

◦
阪
神･

淡
路
大
震
災
発
生

　
　
　

◦
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

　
　
　

◦
円
高
騰
。
１
ド
ル
＝
79
・
75
円

　
　
　

◦
Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
南
口
完
成

　
　
　

�

◦�

中
間
市
在
住
の
作
家
・
帚は
は
き
ぎ
ほ
う
せ
い

木
蓬
生
さ
ん
が

「
閉
鎖
病
棟
」で
山
本
周
五
郎
賞
を
受
賞

８
年　

�

◦
遠
賀
町
に
島
津
・
丸
山
歴
史
自
然
公
園
完
成

　
　
　

�

◦
原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

　
　
　

◦
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
開
館

　
　
　

◦�

中
間
市
出
身
の
仰
木
彬
監
督
率
い
る
オ

リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
が
日
本
一
に

９
年　

�

◦
広
報
紙
に
１
市
４
町
合
同
企
画
が
誕
生

　
　
　

�

◦�

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
ア
ク
ア
シ
ア
ン
オ
ー
プ
ン

　
　
　

◦
消
費
税
５
％
に
引
き
上
げ　
　
　

　
　
　

◦
岡
垣
町
い
こ
い
の
里
開
館

10
年　

�

◦�

中
間
市
在
住
の
作
家
・
村
田
喜
代
子
さ
ん

が
「
望
潮
」で
川
端
康
成
文
学
賞
を
受
賞

�　
　
　

�

◦
水
巻
町
み
ど
り
ん
ぱ
ぁ
ー
く
完
成

　
　

�　

�

◦�

中
間
市
に
当
時
国
内
最
多
の
16
ス
ク
リ
ー

ン
を
誇
る
複
合
映
画
館
が
誕
生

岡垣町でウミガメ調査開始

６
年

遠賀町でとびうめ国体開催

２
年

岡垣サンリーアイ開館

５
年

遠賀町ふれあいの里オープン

６
年

中間市屋根のない博物館完成

元
年

水巻町第１回中学生議会開催

７
年

広報紙に１市４町合同企画が誕生
９年

共通

　３月発行の各市町の広報紙に「ぶらり、
見どころ　市町散歩」を掲載しました。身
近な市や町のことでも意外と知らないこと
が多いと感じていた当時の広報担当者たち
が、互いの広報紙に共通テーマの特集を掲
載することで、近隣の市町の情報をより広
く、より深くお知らせすることができると
考えスタートしました。また、合同で作成
する中で互いの編集技術や表現方法を学び、
住民にとって読みやすく、伝わりやすい広
報紙づくりを目指すことも合同企画の目的
の一つです。今号の企画が23回目となり、
今も広報担当者の手により続いています。

なかまハーモニーホール開館
８年

中間

　中間市民の芸術・文化活動の拠点とし
てなかまハーモニーホールが誕生。落成
式には、中間市出身の大スターである俳
優・高倉健さんとプロ野球監督・仰木彬
さんが駆けつけました。高倉さんは「健
さん」の愛称で愛された日本を代表する
俳優。仰木さんは、選手として西鉄ライ
オンズの黄金期を支え、引退後は野茂英
雄、イチローなど名選手を育てた球界を
代表する名監督となりました。
　なかまハーモニーホールは、今も芸
術・文化に限らず、市民が集い楽しむ
場として活用され、親しまれています。
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11
年　

◦
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
オ
ー
プ
ン

　
　
　

◦
東
海
村
臨
界
事
故
発
生

　
　
　

��

◦
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
が
初
の
日
本
一

　
　
　

◦
遠
賀
町
お
ん
が
レ
ガ
ッ
タ
開
始

12
年　

◦
水
巻
町
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
開
館

　
　
　

◦
水
巻
町
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
開
始

　
　
　

◦
中
間
市
遠
賀
川
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り
開
始

　
　
　

◦
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　

◦
二
千
円
札
発
行　
　

13
年　

◦
中
間
市
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
オ
ー
プ
ン

　
　
　

◦
水
巻
町
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
築
移
転

　
　
　

◦
中
間
市
枝
豆
狩
り
イ
ベ
ン
ト
開
始

　
　
　

◦
芦
屋
町
あ
し
や
ん
い
か
ブ
ラ
ン
ド
化

　
　
　

◦
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
稼
動

　
　
　

◦
９
・
11
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
発
生

　
　
　

◦
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
開
園

　
　
　

◦
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
開
園

　
　
　

◦
遠
賀
町
立
図
書
館
開
館

14
年　

�

◦�
岡
垣
町
の
高
倉
び
わ
が
植
栽
１
０
０
周
年

　
　
　

◦�

初
の
日
朝
首
脳
会
談
。
拉
致
被
害
者
５
人
帰
国

　
　
　

◦
日
韓
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
開
催

　
　
　

�

◦
芦
屋
町
な
み
か
け
大
橋
開
通

　
　
　

�

◦�

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
開
始

15
年　

�

◦�

新
型
肺
炎
（
Ｓサ

ー

ズ

Ａ
Ｒ
Ｓ
）が
猛
威
を
ふ
る
う

　
　
　

◦�

岡
垣
町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
変
わ
ら
な
い

岡ふ
る
さ
と垣
」完
成

　
　
　

◦
水
巻
町
オ
ラ
ン
ダ
国
女
王
か
ら
勲
章
受
章

16
年　

◦�

岡
垣
町
こ
ど
も
未
来
館
開
館

　
　
　

◦
裁
判
員
法
が
成
立

　
　
　

◦�

新
紙
幣
発
行
。
千
円
札
・
五
千
円
札
・
一
万

円
札
が
新
デ
ザ
イ
ン
に

　
　
　

◦
遠
賀
漁
業
協
同
組
合
発
足

　
　
　

◦
国
民
文
化
祭
が
福
岡
県
で
開
催

　
　
　

◦�

岡
垣
町
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
開
館

17
年　

◦
水
巻
町
多
賀
山
自
然
公
園
完
成

　
　
　

◦
福
岡
県
西
方
沖
地
震
発
生

　
　
　

◦
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
発
生

　
　
　

◦�

統
計
開
始
以
来
初
の
日
本
の
人
口
自
然
減

　
　
　

◦
遠
賀
川
駅
前
広
場
完
成

　
　
　

◦
愛
知
万
博
「
愛
・
地
球
博
」開
催

18
年　

◦��

安
倍
晋
三
内
閣
発
足
。
初
の
戦
後
生
ま
れ

の
首
相

　
　
　

◦
秋
篠
宮
家
悠
仁
さ
ま
誕
生

　
　
　

�

◦
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
　
　

◦�

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
一
般
向
け
サ
ー
ビ
ス
開
始

19
年　

◦�

郵
政
民
営
化

　
　
　

◦
新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生

　
　
　

◦
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
稼
動
開
始

　
　
　

◦
本
格
焼
酎
「
岡
垣
」販
売
開
始

　
　
　

◦
岡
垣
町
の
地
下
水
「
大
地
の
水
」提
供
開
始

20
年　

◦
中
間
市
制
50
周
年

　
　
　

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開
始�

　
　
　

�

◦�

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
岡
垣
町
出
身
の
池

田
信
太
郎
さ
ん
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）が
出
場

　
　
　

◦
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生

　
　

中間市遠賀川鯉のぼりまつり開始

12
年

水巻町ほっとステーション新築移転

13
年

地下水「大地の水」の提供を開始
19 年

岡垣 水巻町図書館・歴史資料館開館
12 年

水巻

芦屋町なみかけ大橋開通

14
年

中間市枝豆狩りイベント開始

13
年

　水巻町図書館・歴史資料館はコミュニケーションと情報発信の場として開
館。施設の延床面積は図書館と歴史資料館を合わせて約 3,600�㎡で、蔵書
は16�万冊にも及び、建設当時は県内でも有数の規模でした。施設のランド
マークは町と友好関係にあるオランダのノールドオーストポルダー市のシン
ボルである時計台のレプリカ。また、館内には畳の部屋やビデオの視聴スペー
スなどがあり、当時の図書館では革新的なデザインでした。29年度の来館
者数は一日平均
634 人で、町内
者だけでなく町
外の人にも多く
利用される町随
一の人気施設と
なっています。岡垣町こども未来館開館

16
年

芦屋町あしやんいかブランド化

13
年

マリンテラスあしやオープン

11
年

水巻町第1回コスモスまつり開催

12
年

水上の熱い戦い「おんがレガッタ」が始まる
11 年

遠賀福岡県西方沖地震発生
17 年

共通

　３月 20 日、午前 10 時 53 分に玄界灘で、マグニチュード 7.0、最大震
度６弱を記録した地震が発生。遠賀郡・中間市でも最大震度５を記録し、
大きな揺れを感じるものでした。その後、23年には平成最大の災害となっ
た東日本大震災が発生。震度 7の地震・津波・原発事故は、日本中に深い

悲しみをもたらしました。
記憶に新しい 28 年には震
度 7を記録した熊本地震が
発生。崩壊した熊本城の天
守閣などの被害状況を目に
した人も多いのではないで
しょうか。（写真：県砂防
課ホームページより玄界島
の急な斜面での表層崩壊）

　岡垣町には水源が６カ所、井戸が14本あり、水道水の85％を地下水が占め
ています。中でも有数の取水量を誇るのは八反田水源。この水源の水を多くの
人に親しんでもらおうと、八反田水源の横（岡垣町浄水場の向かい）に自動給
水機を設け、「大地の水」として提供を始めました。
　28 年には、九州大学などと共同
で地下水を研究。町の地下水は、
50 ～150 年の年月をかけて生まれ
たミネラルたっぷりの硬水で、ヨー
ロッパに多い水質であることが分
かっています。
■�施設利用料　20�リットル100�円
※要容器
■利用時間　午前７時～午後８時　

　豊かな自然とふれあいながら、健やかな心と体を育むため、「おんがレガッ
タ」を開催しました。会場となった遠賀川漕艇場は２年に「とびうめ国体」
が開催された場所でした。その後も長く町民に愛され続けたレガッタは、
昨年第 20 回記念大会を迎え、町内外から多くの参加者が集う人気イベン
トとなっています。（写真左：第１回、右：第 20回）
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水巻町でかにんにくブランド化

29 年

中間市垣生公園桜イルミ開催

30 年

宇宙に小惑星「Okagakimachi」誕生
29 年

岡垣

　波津海岸では、ひしゃく状の
北斗七星が水平線の水をくんで
いるような「北斗の水くみ」を見
ることができます。これは北緯
33度～34度に位置し、北に水
平線がある場所でしか見られな
いもので、波津海岸は世界でも
数少ない観望スポットとなって
います。
　29年４月、「北斗の水くみ」が見られる岡垣町のことを知った天文家などの働
きかけにより、小惑星（15316）が「Okagakimachi」と命名されました。肉眼で
見ることはできませんが、この宇宙に「岡垣町」という名の星があることに大き
なロマンを感じます。

芦屋の砂浜に巨大砂像が出現。あしや砂像展復活！
26 年

芦屋

岡垣町制 50 周年

24 年

遠賀町ブランド米「夢れんげ」販売開始

24 年

　７年に観光資源として始まった「砂浜の美術展」。９年には、最大約 25
万 5000 人の来場者が訪れるほどのイベントへと成長しました。台風到来や
さまざまな事情により 17年を最後に休止。
　その後、砂像は町の大切な資源だという思いから、26年に「あしや砂像展」
として復活しました。27年からは海外のプロ砂像彫刻家を招き、毎年新し
いテーマに沿ったクオリティの高い大型砂像を制作。30年の平成最後の砂
像展では、復活後最高となる４万 5000 人が来場しました。

21
年　

�

◦
オ
バ
マ
氏
が
黒
人
初
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に

22
年　

◦
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
開
業
１
０
０
周
年

　
　
　

�

◦
祭
り
あ
し
や
開
始

　
　
　

�

◦�

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
で
モ
ー
ニ
ン
グ
レ
ー

ス
開
始

　
　
　

�

◦�

遠
賀
町
地
域
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
「
ぐ
っ

ぴ
い
」開
設

23
年　

◦
東
日
本
大
震
災
発
生

　
　
　

◦
九
州
新
幹
線
全
線
開
業

　
　
　

◦
中
間
市
に
新
鮮
市
場
さ
く
ら
館
開
館

　
　
　

◦�

広
報
お
ん
が
１
０
０
０
号
発
行

24
年　

�

◦
岡
垣
町
制
50
周
年

　
　
　

◦�

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
遠
賀
町
出
身

の
鈴
木
聡
美
さ
ん
（
競
泳
）が
出
場

　
　
　

◦�

遠
賀
町
ブ
ラ
ン
ド
米
「
夢
れ
ん
げ
」販
売
開
始

　
　
　

�

◦�

芦
屋
町
夏
井
ヶ
浜
は
ま
ゆ
う
公
園
が
「
恋

人
の
聖
地
」に
認
定

　
　
　

◦�
山
中
伸
弥
教
授
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞

25
年　

◦
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

　
　
　

�

◦�

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が

東
京
に
決
定

　
　
　

�

◦�

遠
賀
町
で
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
ボ
ー
ト
競
技
）開
催

　
　
　

◦�

大
相
撲
九
州
場
所
時
に
武
蔵
川
部
屋
が
中

間
市
内
に
部
屋
を
か
ま
え
る

　
　
　

◦�

中
間
市
出
身
の
俳
優
・
高
倉
健
さ
ん
が
文

化
勲
章
受
章

26
年　

◦��

遠
賀
町
制
50
周
年

　
　
　

�

◦
あ
し
や
砂
像
展
復
活

　
　
　

◦
消
費
税
８
％
に
引
き
上
げ

　
　
　

◦�

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
町

村
部
で
水
巻
町
が
総
務
大
臣
賞
な
ど
受
賞

　
　
　

◦
岡
垣
町
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
北
斗
七
星
開
館

27
年　

◦�

芦
屋
の
里
浜
づ
く
り
事
業
で
ク
ロ
マ
ツ
の

植
樹
開
始

　
　
　

◦�

広
報
な
か
ま
１
０
０
０
号
発
行

　
　
　

��

◦�

中
間
市
の
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録

28
年　

�

◦
芦
屋
町
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
人
が
赴
任

　
　
　

◦
熊
本
地
震
発
生

　
　
　

���

◦�

中
間
市
出
身
の
女
優
・
大
野
い
と
さ
ん
が
中

間
市
Ｐ
Ｒ
大
使
に
就
任

29
年　

◦�

遠
賀
町
起
業
支
援
施
設
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
オ
ー
プ
ン

　
　
　

◦
小
惑
星
に
岡
垣
町
の
名
前
が
命
名
さ
れ
る

　
　
　

◦
九
州
北
部
豪
雨
発
生

　
　
　

◦
広
報
お
か
が
き
１
０
０
０
号
発
行

　
　
　

◦
水
巻
町
で
か
に
ん
に
く
ブ
ラ
ン
ド
化

　
　
　

◦�

芦
屋
町
で
第
１
回
さ
わ
ら
サ
ミ
ッ
ト
開
催

30
年　

◦�

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
閉
園

　
　
　

�

◦�

西
日
本
を
中
心
に
平
成
30
年
７
月
豪
雨
発
生

　
　
　

�

◦�

芦
屋
町
を
ロ
ケ
地
に
し
た
映
画
制
作
開
始

　
　
　

��

◦�

中
間
市
の
希
望
が
丘
高
校
に
通
う
早
田
ひ

な
さ
ん
（
卓
球
）が
世
界
大
会
な
ど
で
優
勝

　
　
　

◦
水
巻
町
周
遊
拠
点
施
設
オ
ー
プ
ン

　
　
　

�

◦
中
間
市
垣
生
公
園
桜
イ
ル
ミ
開
催

女優・大野いとさん中間市ＰＲ大使就任

28 年

芦屋町第１回祭りあしや開催

22 年

遠賀町地域子育て支援ひろば開設

22 年

オリンピックメダリスト 鈴木聡美さん 凱旋パレード
24 年

遠賀遠賀川水源地ポンプ室が世界文化遺産に
27 年

中間

　日本の産業近代化を支えた八幡製鐵所へ遠賀川の水を送る施設として明治
43（1910）年に操業し、今も稼働し続けている赤レンガ造りの建物です。世
界に特筆すべき重工業分野での急速な発展を示す施設という点が評価され、
「明治日本の産業革命遺産�製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の構成資産のひと
つとしてユネスコ世界文化遺産
に登録されました。眺望スペー
スには県屋外広告景観賞を受賞
した個性的なデザインのベンチ
があり、歴史ある建物と調和が
とれた風景を楽しむことができ
ます。（筑豊電気鉄道「希望が丘
高校前駅」から徒歩約10分、JR
「筑前垣生駅」から徒歩約20分）

　24年は、遠賀町民にとって熱い夏となりました。
ロンドンオリンピックで女子競泳初となる３つのメダ
ルを獲得した鈴木聡美さんは遠賀町の出身。町全体
が聡美フィーバーとなり、大変盛り上がりました。10
月に行われた遠賀町凱旋パレードでは、銀メダルを首
にかけ、約 8000 人の観客に笑顔で手を振り、遠賀
町で第１号となる町民栄誉賞を受賞しました。2020
年の東京オリンピックでも活躍が期待されます。

遠賀町起業支援施設 PIPITオープン

29 年
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目 次 ーC O N T E N T Sー

な

かま

広報なかま 2019年３月号

なかまでつなごう
市民リレー

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリ
と輝く中間市民を紹介します。

平
ひ ら き

木 孝
こ う じ

二さん（中尾・39歳）

中間のためにできることを
　飲食店で４年ほど修業した後、「Dining 
Bar Switch」をオープンし13 年目を迎
えました。現在は、Switch のほか「遊び
割烹 ひらき」の代表を務めています。
　もともとは人とのコミュニケーション
があまり得意ではありませんでした。し
かし、飲食業に携わることで人との繋が
りが次第にうれしさややりがいとなり、
今は楽しみながら仕事に励んでいます。
　休日には遠方まで足を運び、そこで
出会った良い食材をお店で使うこともあ
ります。また、外に出ると知らず知らず
のうちに仕事のことを考えてしまうので、
自宅でのんびりと過ごすひとときは自分
の気持ちを切り替えるうえでとても大切
な時間です。
　中間市を盛り上げるために私たちがで
きること。それは、みなさんにおいしい
ものを提供し喜んでもらうことです。飲
食店全体が盛り上がることで、必ず中間
市が元気になると信じています。

表紙のはなし ーCOVER STORYー

どんな元号に
なるぬん？

毎年恒例の１市４町で行う
合同企画。今年は、間も
なく終わりを迎える「平成」
を振り返ります。中間市で
もさまざまな出来事があっ
た 30 年、みなさんはどん
なことがありましたか。新
元号を迎える前に、年表
と写真で平成を振り返り、
あの頃の自分を思い出して
みてください。

●問合先　市民課　☎（２４６）６２３９

窓口開庁時間を延長します

○転入や転出、転居などの住民異動届
○���諸証明発行
　（住民票、印鑑証明書、戸籍、戸籍の附票のみ）
○印鑑登録
○国民年金の加入手続きや免除申請
※証明書の発行には、窓口に来る人の身分証明書が必
要です。本人以外の申請の場合は委任状が必要です。
※国民年金の手続きで、年金事務所などへの確認が必
要な場合、後日連絡することがあります。

市民課　☎（２４６）６２３９

○�住民異動に伴う、国民健康保険や後期高齢者医療、子
ども医療、障害者医療の手続き
※他市町村や医療機関、保険者などに確認が必要な場
合や添付書類に不備があるときは、受け付けできない
ことがあります。後期高齢者医療の保険証などは、後
日郵送します。

健康増進課　☎（２４６）６２４６

○住民異動に伴う、介護保険被保険者証の発行手続き
○介護保険料納付書の発行
※納付場所は収納課です。

介護保険課　☎（２４６）６２４３

　転入や転出などの手続きで、多くの人の来庁が予想されるこの
時期、市役所を利用しやすいように木曜日の窓口開庁時間を延長
します。転入や転出の届け出などに、ぜひ利用してください。
　詳しくは事前に担当課に問い合わせてください。

●日時　３月14日木、28日木、４月４日木、11日木　の計４回

17時15分～19時

○税金の納付や納税相談

収納課　☎（２４６）６２３７

○市営住宅関係の相談

都市計画課　☎（２４６）６１５５

○保育所入所の受け付け
○児童手当や児童扶養手当、特別児童扶養手当の申請
○ひとり親医療証の発行手続き
※他市町村などへ確認が必要な場合や添付書類に不備
がある場合は、受け付けできないことがあります。

こども未来課　☎（２４６）６２４８

○障害者手帳の住所変更手続き
※県外（政令市含む）で発行された手帳を持っている場
合は、手続きできないことがあります。

福祉支援課　☎（２４６）６２８２

○転校手続き
○校区外・区域外通学申請

学校教育課　☎（２４６）６２２２

２ 遠賀・中間１市４町合同企画
　～さようなら「平成」ありがとう「平成」～

10 なかまでつなごう市民リレー

21 やっちゃれ環境、くらしのミカタ

23 なかマルシェ、文芸歳時記
24 健康ファミリー、国保だより
25 医療講座、年金ニュース
26 くらしの情報
28 みんなのひろば

22 図書館だより、Nakama's キッチン

18 まちのわだい
14 市からのお知らせ

29 行事予定表・公共施設問合先
30 NAKAMA's　Letter

わが家のすこやかちゃん

ちいさなこころではぐくむ人権・人権のおはなし20

11 窓口開庁時間を延長します
12 福岡県知事選挙・福岡県議会議員選挙
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投
票
が
で
き
る
人

　
福
岡
県
知
事
選
挙

●
転
入
者
は　
平
成
30
年
12
月
20

日
ま
で
に
転
入
の
届
け
出
を
し

た
人
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
引

き
続
き
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
18
歳
の
人
は　
平
成
13
年
４
月

８
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

住
民
基
本
台
帳
に
平
成
30
年
12

月
20
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て

登
録
さ
れ
て
い
る
人

　

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

●
転
入
者
は　
平
成
30
年
12
月
28

日
ま
で
に
転
入
の
届
け
出
を
し

た
人
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
引

き
続
き
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
18
歳
の
人
は　
平
成
13
年
４
月

８
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

住
民
基
本
台
帳
に
平
成
30
年
12

月
20
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て

登
録
さ
れ
て
い
る
人

　

県
知
事
・
県
議
共
通
事
項

　

市
内
で
住
所
の
変
更（
市
内
転

居
）を
届
け
出
た
人
の
投
票
区
の

変
更
は
平
成
31
年
３
月
８
日
に
停

止
さ
れ
ま
す
。
３
月
９
日
以
後
に

届
け
出
を
し
た
人
は
前
住
所
の
投

票
区
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

投
票
所
入
場
券

　

投
票
に
は
投
票
所
入
場
券（
は

が
き
）が
必
要
で
す
。
投
票
す
る

と
き
は
、
自
分
の
入
場
券
を
投
票

所
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
な
ど
で
入
場
券
が
な
い
人

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

と
印
鑑
を
持
っ
て
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

文

筑豊中間駅筑豊中間駅

48

中間東小学校

第４投票所
48

〒
中間徳若郵便局中間徳若郵便局

東中間駅東中間駅

扇ヶ浦一区公民館

第５投票所

深坂深坂

池田池田一丁目一丁目

一丁目一丁目

二丁目二丁目

二丁目二丁目 中間西小学校

文

第６投票所

なかまハーモニーホールなかまハーモニーホール
体育文化センター体育文化センター

市民図書館市民図書館

48

中央公民館

第７投票所

文

293

蓮光寺蓮光寺

なのみ園なのみ園

底井野小学校

シルバー人材センターシルバー人材センター

正覚寺正覚寺

第１投票所

遠
賀
川

Y

惣社宮惣社宮

〒
中間郵便局中間郵便局

48

薬師寺薬師寺

中間市消防署中間市消防署

中間市役所食堂

第２投票所

一丁目一丁目 三丁目三丁目

二丁目二丁目
希望が丘
高校前駅
希望が丘
高校前駅

土手ノ内郵便局土手ノ内郵便局
〒

土手ノ内ニ区公民館

第３投票所
投票所はこちら

事前に郵送された入場
券をよく確認し、投票
所を間違えないように
注意してください。

※
３
月
末
ま
で
に
入
場
券
が
届
か

な
い
と
き
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の

予
定
が
あ
る
人
や
病
気
・
出
産
・

体
の
障
が
い
な
ど
で
歩
く
こ
と
が

困
難
な
人
な
ど
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

　

県
知
事
選
挙
と
県
議
会
議
員
選

挙
で
は
期
日
前
投
票
期
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
の
「
期
日
前
投
票
宣
誓

書
」に
事
前
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

間

○
県
知
事
…

　
３
月
22
日
金
～
４
月
６
日
土

○
県
議
会
議
員
…

　
３
月
30
日
土
～
４
月
６
日
土

※
３
月
30
日
土
か
ら
両
方
の
投
票

が
で
き
ま
す
。

●
時

間　
８
時
30
分
～
20
時

●
場

所

　
市
役
所
本
館
３
階
第
２
会
議
室

●
持
ち
物　
投
票
所
入
場
券

１
人
で
の
投
票
が
困
難
な
人
は

　

投
票
所
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ

り
、
代
理
や
点
字
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
代
理
投
票　
身
体
障
が
い
な
ど

で
字
が
書
け
な
い
本
人
に
代
わ

り
、係
員
が
投
票
を
手
伝
い
ま
す
。

●
点
字
投
票　
視
覚
障
が
い
な
ど

で
点
字
投
票
を
希
望
す
る
人
に

は
、
点
字
器
と
点
字
投
票
用
紙

を
用
意
し
ま
す
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
左
の
表
に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
、

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
郵

便
投
票
が
で
き
ま
す
。
郵
便
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
投
票
が
で
き
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
障

が
い
の
程
度
が
左
の
表
に
当
て

は
ま
る
人

○
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人

●
郵
便
投
票
代
理
記
載
制
度　
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
上
肢

ま
た
は
視
覚
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
の
人
は
、
あ
ら
か
じ
め

本
人
に
代
わ
っ
て
投
票
に
関
す

る
記
載
を
す
る
人（
代
理
記
載

人
）を
届
け
出
て
お
く
こ
と
で

利
用
で
き
ま
す
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
投
票

日
の
４
日
前
ま
で
で
す
の
で
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
現
在
入
院
中
の
施
設
が

不
在
者
投
票
で
き
る
施
設
か
、
ま

た
、
不
在
者
投
票
の
具
体
的
な
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
施
設

の
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　

出
張
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
当

日
に
中
間
市
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
日
の
前
日
ま

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
す
る
に
は
、
事

前
に
中
間
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

連
絡
し
、
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日

数
に
余
裕
を
も
っ
て
早
め
に
手
続

き
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

障がい １級 ２級 ３級

両下肢、体幹、
移動機能 ○ ○ ー

心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸

○ ー ○

免疫、肝臓 ○ ○ ○

障害者手帳を持つ郵便投票対象者

遠
賀
川

27
文

73

中間小学校中間小学校
働く婦人の家

中鶴郵便局中鶴郵便局
〒

第８投票所

中間北中中間北中

中間北小学校

文

なかま
ハーモニーホール
なかま
ハーモニーホール

コンビニ
JR中間駅JR中間駅

文

第 12 投票所
ショッパーズモール
　　　　　　なかま
ショッパーズモール
　　　　　　なかま

通谷駅通谷駅

鍋山公民館

〒通谷郵便局〒通谷郵便局
小児科小児科

第 13 投票所

文

南小学校入口南小学校入口

中間南中学校中間南中学校
文

中間南小学校

中間南幼稚園中間南幼稚園

第 14 投票所

48

太賀神社太賀神社
ショッパーズ
モールなかま
ショッパーズ
モールなかま

二丁目二丁目

太賀二区公民館

至黒崎至黒崎
第 15 投票所

ハピネス
なかま
ハピネス
なかま

新中間病院新中間病院

通谷駅通谷駅

生涯学習センター
医院コンビニ

第９投票所
北九州
水道局

中鶴二丁目50集会所
27

至
水
巻

至
水
巻

遠賀川

中鶴北中鶴北

第 10 投票所

中鶴北中鶴北
203

岩瀬西町一区公民館

第 11 投票所

中間市 PR 大使　大野いとさん

４月７日日投票・７時～ 20 時

福岡県知事選挙・福岡県議会議員選挙
●問合先　選挙管理委員会事務局　　　☎（２４６）６２３０

選挙へ

ＧＯ！！
！

ぬん
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九
州
朝
日
放
送（
Ｋ

Ｂ
Ｃ
）で
は
、
創
立
65

周
年
事
業
と
し
て
今

年
1
月
か
ら
、
福
岡

県
内
の
60
市
町
村
を

1
週
間
ず
つ
Ｋ
Ｂ
Ｃ

の
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

で
大
き
く
取
り
上
げ

る
「
ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ

ｓ
ｈ
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ 

中
間
市

　

３
月
18
日
月
か
ら
24
日
日
ま

で
の
1
週
間
は
中
間
市
を
大
特

集
。
Ｋ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
の
各
番
組
が
、
グ
ル
メ
や
物

産
、
元
気
な
企
業
や
団
体
・
人

な
ど
、
中
間
市
の
魅
力
を
た
っ

ぷ
り
と
放
送
し
ま
す
。
中
で
も

22
日
金
放
送
の
「
シ
リ
タ
カ
！
」

で
は
、
中
間
東
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
「
30
秒
間
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
を
何
本

決
め
る
か
」
の
記
録
に
挑
戦
し

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
の
新
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
「
ア
イ
タ
カ
ー
」
も

街
中
を
め
ぐ
り
、
地
元
の
ホ
ッ

ト
な
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
放
送
期
間

　
３
月
18
日
月
～
24
日
日

●
放
送
番
組

○
ラ
ジ
オ
…
「
川か

わ
か
み上
政ま

さ
ゆ
き行　

朝

か
ら
し
ゃ
べ
り
ず
き
！
」「
Ｐ

Ａ
Ｏ
～
Ｎ
」
な
ど

○
テ
レ
ビ
…
「
ア
サ
デ
ス
。
Ｋ

Ｂ
Ｃ
」「
サ
ワ
ダ
デ
ー
ス
」「
シ

リ
タ
カ
！
」
な
ど

●
問
合
先　
九
州
朝
日
放
送

　
☎
０
９
２（
７
５
２
）５
１
６
２

　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
公
開
番
組
収
録

　
「
ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」
を

締
め
く
く
る
番
組
と
し
て
、
ジ

ェ
イ
コ
ム
九
州（
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）

が
Ｋ
Ｂ
Ｃ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
「
Ｋ
Ｂ
Ｃ
×
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ　

地
域
密
着　

情
熱
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ　

中
間

市
」
の
公
開
番
組
収
録
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
「
ｊ
ｃ
o
ｍ 

ふ
る
さ
と 

ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
録
期
日　
３
月
24
日
日

●
場

所

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
出
演
者

○
中な

か
ざ
わ澤
裕ゆ

う
こ子
さ
ん

○
サ
カ
イ
ス
ト（
漫
才
師
）

●
問
合
先

　
ジ
ェ
イ
コ
ム
九
州
北
九
州
局

　
☎（
２
３
１
）１
１
０
０

中間市役所 公式ＨＰＱＲコード 中間市公式 Facebook QR コード
【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

土地・家屋価格等縦覧帳簿・固定資産課税台帳の閲覧
●問合先　課税課　☎（２４６）６２７４

　

土
地
・
家
屋
価
格
等　
　
　

　

縦
覧
帳
簿

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

本
人
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適

正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、
土
地
ま
た
は
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
、
ほ
か
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
記
載
事
項

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…

　
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…

　

家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
建
築
年
、
床

面
積
、
価
格

●
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
月
～
５
月
31
日
金

●
縦
覧
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

き
ま
す
。

●
縦
覧
で
き
る
人

○
市
内
に
所
在
す
る
土
地
や
家

屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

ま
た
は
同
居
の
親
族

○
相
続
人

※
相
続
が
確
認
で
き
る
人
の
み

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
納
税
管
理
人

○
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
持

っ
て
い
る
人

●
持
ち
物

○
納
税
通
知
書

○
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）

※
納
税
者
が
法
人
の
場
合
は
法

人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
審
査
請
求
期
間

　

納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
カ
月
以
内

●
注
意
事
項

○
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

中
間
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
審
査
請
求
が
で
き

ま
す
。

○
土
地
・
家
屋
の
納
税
通
知
書

を
４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
課
税
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

固
定
資
産
の
所
有
者
や
借
地

借
家
人
な
ど
の
関
係
者
は
、
平

成
31
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
課
税
の
も
と
に
な

る
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
記
載
事
項　
固
定
資
産
所
有

者
の
住
所
、
氏
名
、
所
在
地

番
、
評
価
額
、
課
税
標
準
額

な
ど

●
閲
覧
開
始
日　
４
月
１
日
月

●
閲
覧
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

き
ま
す
。

●
閲
覧
で
き
る
人

○
納
税
義
務
者
、
同
居
の
親
族

○
相
続
人

※
相
続
が
確
認
で
き
る
人
の
み

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
納
税
管
理
人

○
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
持

っ
て
い
る
人

○
借
地
人
・
借
家
人（
賃
貸
借

契
約
書
な
ど
が
必
要
）

※
借
地
ま
た
は
借
家
人
は
、
当

該
借
地
ま
た
は
借
家
に
か
か
る

固
定
資
産
に
限
り
ま
す
。

●
閲
覧
お
よ
び
証
明
手
数
料

　
１
件
に
つ
き
300
円

※
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
は
閲
覧
に
限
り
無
料
で
す
。

●
持
ち
物

○
納
税
通
知
書

○
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）

○
権
利
を
証
明
で
き
る
も
の

　

い
ず
れ
も

●
縦
覧
・
閲
覧
場
所　
課
税
課

　

中
間
市
と
遠
賀
郡
で
は
、
ご

み
の
減
量
や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
へ
の
対
策
、
循
環
型
社

会
の
形
成
、
地
球
温
暖
化
の
抑

制
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
小
売

事
業
者
と
「
中
間
市
、
遠
賀
郡

に
お
け
る
レ
ジ
袋
の
削
減
に
向

け
た
取
組
に
関
す
る
協
定
」
を

結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
レ
ジ
袋

の
削
減
お
よ
び
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
次
の
店
舗
に
て

レ
ジ
袋
無
料
配
布
の
中
止
や
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
の
呼
び
か
け
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
市
内
の
実
施
店
舗　

○
イ
オ
ン
な
か
ま
店

○
に
し
て
つ
ス
ト
ア
レ
ガ
ネ
ッ

ト
中
間

○
ハ
ロ
ー
デ
イ
中
尾
店

●
実
施
開
始
日　
４
月
１
日
月

レジ袋削減への協力依頼
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

　

栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
の
講

話
と
試
食
を
行
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
講
話

は
離
乳
食
前
期
～
後
期（
生
後

５
か
月
～
１
歳
６
か
月
ご
ろ
）

に
つ
い
て
で
す
。
ま
た
、
子
ど

も
の
計
測
を
希
望
す
る
人
は
当

日
託
児
室
で
実
施
し
ま
す
。

　

教
室
参
加
中
は
保
育
を
行
い

ま
す
の
で
、
保
育
希
望
の
場
合

は
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
オ
ム
ツ
な

ど
そ
の
ほ
か
必
要
な
も
の
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

な
か
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

●
日

時

　

４
月
19
日
金
・
10
時
～
11
時

30
分（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
４
か
月
児
健
診

の
時
に
配
布
し
た
離
乳
食
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
４
月
12
日
金

●
場
所
・
申
込
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

離乳食教室
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

若年者専修学校等技能習得資金の貸し付け
●問合先　人権男女共同参画課　☎（２４５）３５１１

　

経
済
的
な
理
由
で
専
修
学
校

な
ど
へ
の
進
学
が
困
難
な
人
に
、

無
利
子
で
修
学
資
金
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
付
条
件

○
市
内
在
住
の
人
ま
た
は
そ
の

子
で
、
専
修
学
校
な
ど
に
入

校
し
た
年
度
の
前
年
度
に
中

学
校
ま
た
は
高
校
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
高
校
を
中
退

し
た
人

○
平
成
31
年
度
に
、
対
象
の
専

修
学
校
の
専
門
課
程（
修
学

年
限
１
年
以
上
２
年
未
満
）、

専
修
学
校
の
高
等
課
程
、
一

般
課
程
ま
た
は
各
種
学
校（
修

業
年
限
１
年
以
上
）に
進
学
す

る
人

○
中
間
市
若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金
貸
与
要
綱
に

当
て
は
ま
る
人

●
収
入
基
準　
世
帯
収
入
が
生

活
保
護
基
準
額
の
1.5
倍
以
下

●
貸
付
金
額

○
入
校
支
度
金
…
10
万
円

○
修
学
資
金（
月
額
）
…
専
門
課

程
・
５
３
、０
０
０
円
、
そ
の

ほ
か
の
課
程
・
３
万
円

●
返
還
期
間

　
在
学
期
間
の
３
倍
の
期
間
内

●
申
込
方
法　
人
権
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
請
書
に
記
入
の
う

え
窓
口
に
提
出

●
申
込
期
間

　
４
月
１
日
月
～
26
日
金

KBC ふるさと Wish 中間市、J：COM 公開番組収録
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２３４

「アイタカー」が各地に足を運
び、情報を発信する。
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世界遺産登録３周年記念講演会
●問合先　企画政策課　☎（２４５）４６６５

　

チ
ー
ム
で
も
個
人
で
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
４
月
11
日
木

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
８
時
以

降
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
時
は
４
月
12
日
金
に
延
期

し
ま
す
。

●
時

間

　
９
時
～
（
受
付
は
８
時
30
分
～
）

●
場

所　
太
陽
の
広
場

●
参
加
資
格　
市
内
在
住
ま
た
は

市
内
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
活
動
を

し
て
い
る
人

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
４
月
４
日
木

●
申
込
先　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

第 43 回中間市ゲートボール大会
●問合先　中間市体育協会　☎（２４６）２８０１

　

視
覚
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

情
報
交
換
会（
つ
ど
い
）を
開
催
し

ま
す
。
生
活
訓
練
経
験
者
の
話
や

当
事
者
な
ら
で
は
の
生
活
上
の
工

夫
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
何
か
生
活
上

で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

歩
行
訓
練
士
な
ど
が
相
談
を
受
け

ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
市
内
在
住
の
視
覚
障

が
い
者
で
生
活
訓
練
希
望
者
や
興

味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
日

時

　
３
月
20
日
水
・
14
時
～
16
時

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

情報交換会（つどい）
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

　

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
の
世

界
遺
産
登
録
３
周
年
を
記
念
し

て
「
産
業
遺
産
の
楽
し
み
方
」
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
産
業
遺
産

の
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
知
ら
れ

ざ
る
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
産
業
遺
産
を

楽
し
む
秘
訣
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
グ
ッ
ズ
販
売
も
行
い
ま
す
。

●
期

日　
３
月
17
日
日

●
時

間　
13
時
30
分
～
14
時
30

分（
開
場
は
12
時
30
分
）

●
場

所

　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
定

員　
50
人

●
講

師　

前ま
え
は
た畑
温あ

つ

こ子
さ
ん（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人J-heritage

戦
略
企

画
室
室
長
、
産
業
遺
産
写
真
家
）

中間市公式 Facebook QR コード
【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です
ので、直接会場にお越しください。
● 日 時　４月６日土、19 日金・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　秘書広報課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓口
で予約してください。受付時間は月曜〜金曜日の午前８時 30
分〜午後５時 15 分で、定員は６人です。
● 日 時　４月６日土、19 日金、25 日木・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
● 問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16 時
● 場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●      日 時　５月８日水・10 時〜16 時（受付は15 時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

● 期 日　毎月第１火曜日・第３月曜日
●時間・場所
　○13 時〜14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14時30分〜15時30分・ハピネスなかま（第３月曜日は除く）
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・８時 30 分〜17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター　　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

中間市役所 公式ＨＰＱＲコード
【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

狂犬病予防の集団接種
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

　

自
治
公
民
館
な
ど
で
、
狂
犬

病
予
防
の
集
団
注
射
を
行
い
ま

す
。
犬
の
登
録
を
し
て
い
る
飼

い
主
の
み
な
さ
ん
へ
は
、
３
月

下
旬
ま
で
に
案
内
は
が
き
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
都
合
が
良
い

時
間
・
実
施
会
場
を
確
認
し
て

必
ず
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
注
射
は
ど
の
会
場
で
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

犬
に
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
、
名
前
や
犬
種
な
ど
を
登
録

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
未
登
録
の
人
へ
は
案

内
は
が
き
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
注
射
と
同
時
に
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
注
射
は
か
か
り

つ
け
の
動
物
病
院
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
、
感
染
・
発
症
し

た
場
合
ほ
ぼ
100
％
死
に
至
る
人

畜
共
通
感
染
症
で
す
。
年
１
回

必
ず
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

●
実
施
日
・
会
場　
左
記
の
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
数
料

〇
予
防
注
射　
３
、１
５
０
円

〇
登
録
＋
予
防
注
射

　
６
、１
５
０
円

※
お
つ
り
が
出
な
い
よ
う
に
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
点

○
案
内
は
が
き
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

〇
飼
い
犬
が
登
録
済
み
で
あ
る
か

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
犬
の
扱
い
が
十
分
可
能
な
人

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

〇
会
場
で
ふ
ん
を
し
た
と
き
は

片
づ
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 予防注射実施日程表 
場　所 時　間 場　所 時　間

岩瀬東町公民館 10:45 ～ 10:55 栄町公民館 13:35 ～ 13:45

岩瀬西町一区公民館 11:10 ～ 11:25 下蓮花寺公民館 14:00 ～ 14:10

浄花町公民館 11:40 ～ 11:50 太賀二区公民館 14:25 ～ 14:50

中鶴三区集会所 13:10 ～ 13:20

市役所河川敷駐車場 10:30 ～ 11:30

垣生公民館 10:00 ～ 10:30 砂山公民館 13:10 ～ 13:25

下大隈公民館 10:45 ～ 10:55 御館町公民館 13:40 ～ 14:00

ＪＡ北九底井野倉庫前 11:10 ～ 11:25 白天公民館 14:15 ～ 14:25

中底井野公民館 11:40 ～ 11:55

土手ノ内二区公民館 10:30 ～ 11:00 小田ヶ浦公民館 13:10 ～ 13:30

中尾一区公民館 11:15 ～ 11:25 深坂公民館 13:45 ～ 14:00

松ヶ岡一区公民館 11:40 ～ 11:50 七重公民館 14:15 ～ 14:25

扇ヶ浦一区公民館 10:00 ～ 10:20 桜台公民館 11:40 ～ 11:55

鍋山公民館 10:35 ～ 10:55 通谷三区公民館 13:10 ～ 13:20

通谷二区公民館 11:10 ～ 11:25 市役所本館地階公用車駐車場 13:35 ～ 14:00

中央公民館 10:00 ～ 10:20 働く婦人の家 11:00 ～ 11:20

人権センター 10:30 ～ 10:50 地域交流センター 11:30 ～ 11:50

第 42 回中間市ソフトテニス大会
●問合先　中間市体育協会　☎（２４６）２８０１

　

第
62
回
福
岡
県
民
体
育
大
会

秋
季
大
会
の
選
手
選
考
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
中
学
生

は
除
き
ま
す
。

●
期

日　
４
月
28
日
日

※
予
備
日
は
６
月
２
日
日
で
す
。

●
時

間　
９
時
～
（
受
付
は

８
時
30
分
～
）

●
場

所

　
ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か
ま
庭
球
場

●
参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在

勤
者
、
連
盟
登
録
者
、
市
内

中
学
校
在
校
生
、
連
盟
が
認

め
た
団
体
・
中
学
校

●
種

目

○
一
般
男
子（
高
校
生
は
除
く
）

○
一
般
女
子（
高
校
生
は
除
く
）

○
壮
年
男
子
一
部（
45
歳
以
上
）

○
壮
年
男
子
二
部（
60
歳
以
上
）

○
壮
年
女
子（
45
歳
以
上
）

○
中
学
生（
男
子
・
女
子
）

●
参
加
料

　
１
、０
０
０
円（
１
ペ
ア
）

※
中
学
生
は
無
料
で
す
。

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
書
を
窓
口

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出

●
申
込
先

○
窓
口
…
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
山
口
宅

　
℻（
２
４
４
）６
０
３
２

●
申
込
締
切　
４
月
７
日
日

11
日
木

７
日
日

16
日
火

18
日
木

５
月
28
日
火

４
月
４
日
木
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真実践空手道　全国優勝

巨大なトロフィーを持って福田健次市長を訪ねたのは、蓮
花寺にある道場で日々稽古に励む真実践空手道龍

りゅう し か い

士會の
みなさん。（写真＝左から）有

あ り た

田空
く う や

矢さん、月
つきもり

守ねねさん、
木
きのし た

下蓮
は づ き

月さん、平
ひらは ら

原陸
りく

さんは、１月に開催された全日本
少年少女空手道選手権大会に九州代表として出場し、優
勝３人準優勝１人という好成績を収めました。強者ぞろい
の龍士會に入門して、心身を鍛えてみませんか。

２／４
～全国の舞台で大活躍～

バレー全国大会準優勝１／ 28
～主将としてチームを引っ張る～

中間市在住の南
みなみ

陽
ひ な

菜さん（福岡女学院中学３年）が「第
32回全国都道府県対抗中学校バレーボール大会」準
優勝を福田市長に報告しました。福岡県選抜の主将と
して出場し、チームを引っ張る活躍を見せた南さん。尊
敬する選手は元日本代表の竹

たけ し た

下佳
よ し え

江さんだそうです。
福田市長は「楽しむことを忘れずプレーしてください」と
話し、未来に羽ばたくアスリートにエールを送りました。

まち協＆ボランティア活動報告会

「校区まちづくり協議会＆ボランティア活動報告会」がな
かまハーモニーホールで開催され、日ごろ地域活動に取
り組むみなさんが各校区の活動内容や地域の課題など
を発表しました。地域をよりよくしたいという思いが伝わ
り、改めて地域活動の重要さや協働について考えるきっ
かけとなったこの報告会。みなさんも地域活動やボラン
ティア活動に参加し、地域の絆を深めてみませんか。

２／ 22
～地域の特色ある取り組みを発表～

明治～昭和初期にかけて茶人として、建築家と
して、工芸家として活躍した仰木魯堂・政斎兄
弟（中間村出身）の特別展をなかまハーモニー
ホールで開催しました。２人の作品は、海を越
えた国々でも高い評価を受けています。今回、
魯堂の描いた掛け軸や政斎の手掛けた茶道具な
ど貴重な品々の展示を行いました。

中間が生んだ茶人２／９
～仰

お お ぎ

木魯
ろ ど う

堂と仰木政
せ い さ い

斎展～

１．開催期間中（14 日間）に約 700
人を集客。中間市が誇る偉人につ
いて、広く知ってもらえる機会とな
った。２．展示会開催を祝うテー
プカット。３．政斎作「青

あ お が い て ば こ

貝手箱」
（昭和 26 年（1951年））。貝殻の内
側の虹色光沢を活用する螺

ら で ん

鈿とい
う技法が取り入れられている。４．
魯堂研究の第一人者である東京都
市大学准教授の岡

おかやま

山理
り か

香さんによ
る講演会。５．開催を記念し先着
100 人に中間市茶道文化協会が
たてる抹茶と菓子が振る舞われた。
６．魯堂作の掛け軸の数々。約 60
点を展示。

１

６３

５

２

４

博多大丸と強力連携

博多大丸では、九州119 市と協力して、情報を収集・
発掘し、モノ・コト・文化を発信することで九州全
体の活性化を目指す「九州探検隊プロジェクト」を実
施しています。中間市の情報発信アンバサダーとし
て、九州で 19番目に協定を締結。福田市長は「強力
な連携を結ぶことができた。商品の共同開発など積
極的に進めていきたい」と力強く語りました。

２／７
～九州探検隊アンバサダー（大使）に認定～

中間市老人クラブ連合会主催のシンポジウムが中央公
民館で開催されました。「健康寿命で元気な風をふか
そう」というテーマのもと、会員へのアンケート結果や
ケアトランポリンの効果などを紹介。パネルディスカッ
ションでは、５地区の代表者がそれぞれの教室の特徴
を説明し意見交換を行い、会場を訪れた人にとっては
新たな健康づくりの方法を知る機会となりました。

高齢者相互支援事業シンポジウム２／ 21
～健康づくりのための情報を交換～

ミズノ運動会必勝塾・スポーツ塾

小学生を対象とした「ミズノ運動会必勝塾・スポーツ塾」
が体育文化センターで行われました。必勝塾では「まっ
すぐ前を見て走る」や「スタートの合図をよく聞く」など、
走り方の基本をゲーム感覚で楽しみながら学びました。
また、スポーツ塾では跳び箱と鉄棒が上手になるコツを
教わりました。子どもたちにとっては、運動の楽しさと
上達のきっかけをつかんだ１日となったようです。

２／ 17
～コツをつかんで差をつけよう～
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■
相
談
事
例

　

見
知
ら
ぬ
事
業
者
か
ら
「
平

成
か
ら
年
号
が
変
わ
る
。
天
皇

陛
下
の
ア
ル
バ
ム
を
買
わ
な
い

か
」
と
電
話
が
あ
り
、
皇
室
に

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
少
し

話
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
。
本
来

8
万
円
だ
が
、
3
万
8
千
円
で

買
え
る
と
言
わ
れ
た
。
最
終
的

に
断
っ
た
の
に
一
方
的
に
自
宅

に
ア
ル
バ
ム
が
配
送
さ
れ
、
夫

が
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

天
皇
陛
下
の
退
位
に
便
乗
し

て
、
ア
ル
バ
ム
、
掛
け
軸
な
ど

の
購
入
を
電
話
で
持
ち
掛
け
ら

れ
た
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
中
に
は
長
時
間
に
渡

っ
て
勧
誘
さ
れ
た
、
断
っ
て
い

る
の
に
執
よ
う
に
勧
誘
さ
れ

た
と
い
う
強
引
な
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
断
り

に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

購
入
す
る
意
思
が
な
い
場
合
に

は
、
早
い
う
ち
に
は
っ
き
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。

　

注
文
や
承
諾
し
て
い
な
い
商

品
が
届
い
た
場
合
は
、
代
金
を

支
払
わ
ず
受
け
取
り
を
拒
否
し

ま
し
ょ
う
。
受
け
取
り
拒
否
を

し
て
も
宅
配
業
者
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
際
、伝
票
に
記
載
の
あ
る
「
送

り
主
」
の
情
報
は
メ
モ
に
取
り

ま
し
ょ
う
。「
誰
が
注
文
し
た

か
分
か
ら
な
い
荷
物
は
受
け
取

ら
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
家

族
で
作
っ
て
お
く
の
も
１
つ
の

方
法
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
１
８
８

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

くらしのミカタ

天皇陛下の退位に便乗した
商法に注意

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部を
紹介します。

平成30年度のもえるごみの搬入量は、対29年度比３％の
減量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力
をお願いします。

もえるごみの搬入量状況

30 年度 29 年度 前年当月比 増減率

１月 844,050㎏ 807,770㎏ 36,280㎏ 4.5％

累計 8,713,470㎏ 8,827,970㎏ △ 114,500㎏ △ 1.3％

や
っち

ゃれ環境

みん
なで

考えよう　地球の未来

環
境保全課　☎（２４５

）５３
００

ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権
のカタチ。作文をとおし
て、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

今
号
の
広
報
な
か
ま
に
、
平
成

31
年
度
の
４
月
～
９
月
ま
で
の
半

年
分
の
ご
み
収
集
日
を
記
載
し
た

「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
同
封
し

て
い
ま
す
。
両
面
印
刷
の
表
と
裏

で
収
集
地
区
が
異
な
り
ま
す
。
自

宅
の
住
所
が
該
当
す
る
収
集
日
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
～
翌
３
月
ま
で
の

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
広
報
な
か

ま
９
月
号
に
同
封
予
定
で
す
。

ご
み
出
し
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

ご
み
は
、
７
時
～
８
時
の
間
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
車
は
８

時
か
ら
収
集
を
開
始
し
ま
す
。
収

集
ル
ー
ト
は
最
も
効
率
よ
く
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
回
れ
る
よ
う
に
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
８
時
ま
で

に
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
集
は
お
お
む
ね
16
時
ご
ろ
に

は
終
わ
り
ま
す
が
、
回
収
車
が
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
来
る
時
間
は
、
交

通
事
情
や
天
候
な
ど
に
影
響
さ
れ
、

毎
回
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
時
刻
に
な
っ
て
も
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
ご
み
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な

ら
次
の
こ
と
を
確
認
し
、
環
境
保

全
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
確
認
事
項

○
「
シ
ー
ル
」
が
貼
っ
て
い
な
い

か
…
残
っ
て
い
る
ご
み
に
「
シ

ー
ル
」
が
貼
ら
れ
て
い
れ
ば
、

違
反
ご
み
で
す
。
出
し
た
人
が

責
任
を
も
っ
て
再
分
別
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
周
辺
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
確
認

…
シ
ー
ル
が
な
い
場
合
は
、
周

辺
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
確
認

し
、
ご
み
が
ま
だ
あ
れ
ば
回
収

車
が
来
て
い
な
い
可
能
性
が
高

い
で
す
。
し
ば
ら
く
様
子
を
見

て
く
だ
さ
い
。
シ
ー
ル
が
な
く

周
囲
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
み

が
回
収
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

収
集
後
に
出
さ
れ
た
ご
み
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
次
回
の
収
集

日
に
出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

越
境
ご
み
を
出
さ
な
い

　

越
境
ご
み
は
、
ご
み
が
発
生
し

た
場
所
と
は
別
の
自
治
体
に
捨
て

ら
れ
る
ご
み
の
こ
と
で
す
。
越
境

ご
み
に
よ
り
、
本
来
は
処
理
し
な

く
て
よ
い
自
治
体
が
処
理
費
用
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
内
で
発
生
し
た
ご
み
は
、
遠

賀
・
中
間
地
域
の
指
定
ご
み
袋
で
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
別
の

自
治
体
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
場
合

は
、
環
境
保
全
課
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
障
が
い
者
の
方
に
や
さ
し
い
社
会
」

　
中
間
西
小
学
校
４
年
生

　
　
　
　
　
　
　
井い

の
う
え上　
葉は

づ
き月

　

私
は
、
最
近
、
障
が
い
者
の
方

に
、
お
店
で
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の
人

は
車
い
す
に
乗
っ
て
い
て
、
下
の

方
に
あ
る
商
品
に
手
が
と
ど
か
な

い
の
で
、
そ
の
商
品
を
取
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

　

も
し
、
こ
の
場
に
私
が
い
な
か

っ
た
ら
、
あ
の
人
は
ど
う
し
た
の

で
し
ょ
う
。
あ
の
人
は
ど
う
や
っ

て
商
品
を
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
う
考
え
る
と
あ
の
場
に
私
が
い

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
も
し
、
こ
う
い
う
時

に
す
ぐ
店
員
さ
ん
を
よ
べ
る
仕
組

み
が
あ
れ
ば
、
ひ
く
い
所
に
か
ぎ

ら
ず
、
高
い
所
に
と
ど
か
な
い
時

も
便
利
な
の
で
、
そ
ん
な
仕
組
み

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
人
、
私
の
身

近
に
障
が
い
者
の
方
が
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
三
十
三

才
の
時
に
事
故
に
あ
い
、
首
の
ほ

ね
を
折
っ
て
、
か
た
か
ら
下
が
完

全
に
ま
ひ
す
る
と
い
う
障
が
い
を

お
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か

ら
ず
っ
と
車
い
す
や
ベ
ッ
ト
で
の

生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
、
ベ
ッ

ト
か
ら
落
ち
て
、
か
た
と
こ
し
を

こ
っ
せ
つ
し
、
入
院
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
病
院
に
は
、
何
か
こ
ま

っ
た
事
が
あ
っ
た
時
に
、
す
ぐ
に

か
ん
ご
し
さ
ん
を
よ
べ
る
ボ
タ
ン

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
そ
の
ボ

タ
ン
を
お
せ
な
い
し
、
に
ぎ
れ
な

い
の
で
す
。

　

だ
か
ら
私
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に

何
か
こ
ま
っ
て
い
る
時
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
人
を
よ
べ
な

い
人
も
、
ち
ゃ
ん
と
人
を
よ
べ
る

よ
う
な
仕
組
み
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

障
が
い
を
持
っ
て
い
な
い
私
達

で
も
、
か
ぜ
を
ひ
い
て
声
が
で
な

く
な
っ
た
り
、
手
を
こ
っ
せ
つ
し

て
、
字
が
書
け
な
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、
あ
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
障
が
い
者
の
方

と
同
じ
立
場
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な
時
、

助
け
を
よ
べ
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
障
が
い
者

の
方
に
や
さ
し
い
社
会
は
、
私
達

に
と
っ
て
も
や
さ
し
い
社
会
に
な

る
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
こ
れ

か
ら
も
っ
と
、
障
が
い
者
の
方
に

も
私
達
に
も
、
み
ん
な
に
と
っ
て

や
さ
し
い
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

障がい者にやさしい社会
は、みんなにとってもや
さしい社会になります。
だれでも困ったときに、
助けをよべる仕組みがで
きてほしいです。

※この作文は、平成 29 年度中に書かれた作品で、学年の表記は当時のものです。

知
っ
て
い
ま
す
か

私
た
ち
の
人
権
擁
護
委
員

　　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
人
権

に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
を
行
っ
た
り
、
法
務
局
の

常
設
相
談
所
、
各
市
町
村
な
ど

で
開
設
し
て
い
る
特
設
相
談
所

に
お
い
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
人
権（
な
や
み
ご
と
）相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
権
を
侵
害
さ
れ

た
」
と
の
申
告
を
受
け
た
場
合

は
、
法
務
局
と
協
力
し
て
、
人

権
侵
犯
事
件
の
調
査
・
処
理
に

携
わ
り
、
当
事
者
の
利
害
・
主

張
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
事
案

の
円
満
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

　

中
間
市
で
は
、
平
成
31
年
１

月
１
日
か
ら
新
し
い
人
権
擁
護

委
員
が
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員（
新
規
就
任
）

○
乙お

と
ふ
じ藤
和か

ず
の
り典
さ
ん

○
上う

え
だ田
献け

ん
じ治
さ
ん

　

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
人
権

問
題
に
対
す
る
啓
発
・
相
談
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

中
間
市
に
は
そ
の
他
に
も
４

人
、
今
回
新
任
の
委
員
含
め
合

計
６
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活

動
と
し
て
、
毎
月
第
２
水
曜
日

に
人
権
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て

い
る
「
な
や
み
ご
と
相
談
」
や

小
学
校
で
行
っ
て
い
る
「
人
権

の
花
運
動
」
な
ど
、
市
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
行

い
、
中
間
市
に
お
い
て
も
多
様

化
す
る
人
権
問
題
解
決
に
複
数

の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

人権　おはなし

皆さんの生活にも関わる人権
の話。お互いがお互いのこと
を思えば、もっと暮らしやすく
なるはず。

人権センター　☎（２４５）３５１１

の
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注
目
の
本

特
集
展
示

「
旅
立
ち
を
迎
え
る
あ
な
た
に
」

　

３
月
は
卒
業
式
や
引
っ
越
し

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
大
切
な
人

と
の
思
い
出
や
感
謝
の
気
持
ち

を
手
作
り
で
贈
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
心
が
伝
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
や
ア
ル
バ
ム
の
作
り
方

の
本
な
ど
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

利
用
者
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト

　

調
査
結
果
掲
示

　

２
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を
も
と

に
、
今
後
も
よ
り
良
い
図
書
館

を
目
指
し
ま
す
。
結
果
を
図
書

館
入
口
に
掲
示
し
ま
す
。

　

新
聞
譲
渡

　

保
存
期
間
満
了
の
新
聞
を
譲

り
ま
す
。
先
着
順
で
無
く
な
り

次
第
終
了
で
す
。（
予
約
不
可
）

●
対

象　
平
成
29
年
４
月
１

日
～
30
年
３
月
31
日
ま
で
の

朝
日
、
毎
日
、
西
日
本
、
読

売
、
日
本
経
済
新
聞
の
朝
刊・

夕
刊
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ

●
受
付
期
間

　
４
月
２
日
火
～
16
日
火

　

読
書
記
録
通
帳
を　
　
　
　

　

活
用
し
ま
せ
ん
か

　

借
り
た
本
の
履
歴
を
印
字
で

き
ま
す
。
市
内
の
０
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
は
無
料
、
市
外
在
住

と
高
校
生
以
上
の
人
は
１
冊
200

円
で
す
。
ぜ
ひ
、
読
書
の
記
録

を
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４
　℻（２４５）４６０８

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　3月11日月、18日月、25
日月、27日水、4月1日月、8日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館おすすめの本や
イベントを紹介するよ。み
んな遊びに来てね。

逃げろ、手志朗
（一般書）　講談社

吉森大祐 / 著

何者かに惨殺された父親の仇
討ちのため、心ならずも新撰組
に加盟させられた会津藩士の古
畑手志朗。そこはとんでもない
ブラック集団。脱走が死を意味
する出口なしの牢獄だった。

さくらもちのさくらこさん

さくらもちのさくらこさんは、
ごきげんななめ。「たのしいこ
と、なーんもないわ。こんな葉
っぱの服も、もういらーん」と
脱いで、原っぱで寝ていると、
やさしい風が吹いてきて…。

おかだ よしたか / 作

（児童書）　ブロンズ新社

サバ（二枚おろし）…160g、
ゴボウ…1/2 本（80g）、ショ
ウガ…10g、

Ａ、�水…1カップ、砂糖…大さじ 1、
しょうゆ…小さじ1、みりん
…大さじ1

味噌…20g、板粕…20g

材料（２人分）

（１人分）
エネルギー：207㎉、食塩：1.1g

中間市食生活改善推進会の監修に
より、体に優しいレシピを紹介。

今月のレシピ

サバの酒粕煮
Nakama's
キッチン

作り方

①�板粕は小さくちぎって水大さじ1に浸して
ふやかしサッと混ぜてほぐす。5～ 10分お
いて柔らかくする。
②�サバは半分に切り、皮目に斜めに切り目を
入れる。
③�ゴボウは皮を洗い、面棒で叩いてひびを入
れ 5㎝の長さに切り、水にさらす。ショウ
ガは薄切りにする。

④�フライパンにＡを合わせ、水けを切ったゴ
ボウを入れ火にかけ、ひと煮立ちしたらア
クを取り蓋をして５分煮る。サバの皮目を
上にしてショウガを散らし、煮汁をスプー
ンで数回かけ、落し蓋をして５分煮る。
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中
間
短
歌
会 

選

短 

歌

通
販
の
カ
ー
テ
ン
選
び
春は

る
ど
な
り隣

　
　
　
朝
霧
一
丁
目	

八
　
汐
　
律
　
子

寒か

ん

ぶ

り鰤
や
小
さ
く
な
り
し
父
の
出で

ば刃

　
　
　
弥
生
一
丁
目	
升
　
水
　
恵
美
子

歩
く
背
を
く
す
ぐ
る
日
差
し
春
ま
ぢ
か

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

尾
　
仲
　
美
智
子

お
だ
や
か
や
ま
は
り
道
し
て
寒か

ん
つ
ば
き椿

　
　
　
鍋
山
町	

岩
　
下
　
マ
ス
子

線
路
脇
ひ
と
か
た
ま
り
の
水
仙
花

　
　
　
朝
霧
四
丁
目	

太
　
田
　
眞
佐
子

な
か
ま
愛
句
会

俳 
句

デ
パ
地
下
の
活
気
に
つ
ら
れ
買
い
す
ぎ
た

　
　
　
中
間
三
丁
目	

花
　
川
　
民
　
子

枯
れ
て
な
ど
な
い
と
言
い
張
る
万
歩
計

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

大
　
串
　
美
佐
子

何
回
も
勝
っ
た
ビ
デ
オ
を
あ
き
も
せ
ず

　
　
　
朝
霧
一
丁
目	

阿
　
部
　
和
　
雄

円
満
は
笑
顔
だ
け
で
は
無
理
が
あ
る

　
　
　
中
間
三
丁
目	

仰
　
木
　
孝
　
子

な
え
た
指
願
い
を
こ
め
て
鶴
を
折
る

　
　
　
松
ヶ
岡	

藤
　
野
　
初
　
子

吉
富 

廣 

選

川 

柳

文芸歳時記
元
旦
に
年
賀
と
ど
か
ぬ
シ
ス
テ
ム
に
今
年
の
春
は
わ
び
し
く
も
寒
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

い
つ
の
日
か
君
と
行
か
な
む
大
聖
堂
の
ぞ
み
を
持
ち
て
リ
ハ
ビ
リ
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

裁
縫
に
葬
祭
用
に
数
多
な
る
母
の
遺
せ
し
お
し
ゃ
れ
な
眼
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

高
　
田
　
厚
　
子

県
境
の
宗
太
郎
峠
こ
え
ゆ
け
ば
ふ
る
さ
と
の
蒼そ

う
き
ゅ
う穹
吾
を
だ
き
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

大
　
内
　
紘
　
子

鶴
見
岳
霧
氷
と
下
界
陽
に
映
え
て
滑
ら
ぬ
よ
う
に
息

こ

子
が
手
を
握
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
山
町	

柴
　
田
　
キ
ヌ
子

⑤�ボウルに味噌と酒粕を入れ、④の煮汁を適
量加えて溶きのばす。
⑥�④に⑤を加え落し蓋をして５分煮る。蓋を
外し煮汁をサバにかけながら煮汁にとろみ
がつくまで２分くらい煮る。

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
広報広聴係宛にメールで紹介してください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

たくさんの縁に支えられて

　22 歳からダンスを始めたと
いうオーナーの K

カ ナ

ANA（平
ひ ら か わ

川
佳

か な こ

名子）さん。意外にもダンス
との出会いは遅いですが、ダ
ンスを始めて１年足らずで、
指導者として教室に立つよう
になり、さらに貴重な縁から
EXPG* 福岡校オープン時の講
師に就任しました。
　また、2006 年からキッズダ
ンスチームを指導するように
なると、毎年全国大会に出場。
最高位は全国大会準優勝とい
う輝かしい成績を残していま

す。「全国に行って当たり前と
いうのはプレッシャーですね」
と話す KANA さんですが、そ
の期待に応える名指導者です。
　これまで自身のスタジオを
持たずに指導にあたってきま
したが、周囲からの要望や支
援に後押しされ、2013 年に店
をオープン。現在では２歳～
50 歳代までの約 100 人がダ
ンスを楽しんでいます。
　今後は、大きくも手に届く

「全国制覇」という目標に向か
って真っ直ぐに走り続けます。

S
ス タ イ ル

tyle o
オ ブ

f t
ザ

he S
ソ ー ス

ource.

ＭＥＭＯ

〒�809-0014　蓮花寺一丁目2-11　2階
☎093（245）4029
営業時間　�17:00～ 21:30　※曜日で異なる。
店休日　日曜・月曜日、祝日
6周年記念ステージを3月30日土・正午～　な
かまハーモニーホールで行います。誰でも参加
できるので、気軽に問合せ・参加してください。

1.KIDS クラスで毎週練習に取り組む子ども
たち。年齢や実力別のクラスがあるので、初
心者でも安心して始められる。2. 店名のロゴ
や数々のトロフィーなどが出迎えてくれる。
3.「写真は恥ずかしい」とおどけた様子で写
る KANA さん。

３２

１

*株式会社expgが運営するダンス&ボーカルスクール。EXILE PROFESSIONAL GYMの略。



25 Nakama City Public Relations 24広報なかま３月 10日号

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

　

３
月
は
就
職
・
退
職
・
異
動
な

ど
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

大
き
な
変
化
が
起
こ
り
や
す
い
時

期
で
、
１
年
の
中
で
も
っ
と
も
自

殺
者
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
国
で
は
３
月
を
「
自
殺
対

策
強
化
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
命
は
、
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
市
内
で
小
中
学
生
向
け
に

行
っ
て
い
る
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

小
中
学
生
あ
か
ち
ゃ
ん

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

　

助
産
師
か
ら
命
の
大
切
さ
や
性

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
授
業
で
す
。
出
産
の
映
像
を
見

た
り
、
あ
か
ち
ゃ
ん
人
形
の
お
む

つ
交
換
・
授
乳
・
抱
っ
こ
体
験
を

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
命

は
、
お
母
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
産

み
育
て
て
く
れ
た
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
思
春
期
の
身
体
の
変
化

に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
で
相
手
を
傷
つ
け
た
り
し

な
い
よ
う
友
達
に
思
い
や
り
を
持

っ
て
関
わ
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
悩

ん
だ
り
、
困
っ
た
と
き
の
相
談
場

所
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
つ
い
て

も
学
び
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
感
想
…
ふ
れ
あ

い
体
験
教
室
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
の
感
想
を
紹
介

○
お
母
さ
ん
が
産
む
の
に
ど
れ
だ

け
苦
労
し
た
の
か
。
１
つ
の
命

を
一
生
懸
命
に
育
て
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

○
あ
か
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
ら

重
く
て
、
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て

す
ご
い
な
と
思
っ
た
。

○
お
母
さ
ん
は
き
つ
く
て
も
大
事
に

産
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

○
友
達
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

○
お
母
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

医
療
講
座

市立病院
☎（２４５）０９８１

身近に潜む病気など
を医師がわかりやす
く解説します。

今月のテーマ

大腸がん

中間市立病院　外科（非常勤）
竜
た つ ぐ ち

口 崇
た か あ き

明 医師

こ
れ
か
ら
就
職
す
る
人
は

　

就
職
先
の
社
会
保
険
に
加
入

す
る
場
合
、
就
職
日
以
降
に
国

民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
誤
っ
て

使
用
す
る
と
、
中
間
市
が
負
担

し
た
医
療
費
が
請
求
さ
れ
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
の
保
険
証
は
、
手

元
に
届
く
ま
で
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
間
に
病
院
を
受
診
す
る
と
き

は
、
社
会
保
険
の
手
続
き
中
で

保
険
証
が
ま
だ
手
元
に
届
い
て

い
な
い
こ
と
を
医
療
機
関
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
社

会
保
険
の
保
険
証
が
手
元
に
届

い
た
ら
、
医
療
機
関
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
の
保
険
証

が
手
元
に
届
い
た
ら
、
国
民
健

康
保
険
の
喪
失（
脱
退
す
る
こ

と
）の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
手
続
き
で
市
役
所
に
行

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
就
職
先

に
説
明
し
、
健
康
増
進
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
し
て
も
本
人
が
来
庁
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
会

社
の
人
や
家
族
な
ど
に
代
理
人

を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

○
印
鑑

○
社
会
保
険
の
保
険
証
の
原
本

○
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の

原
本

○
委
任
状（
世
帯
外
の
代
理
人

が
手
続
き
す
る
場
合
）

就
学
で
市
外
に
住
む
人
は

　

国
民
健
康
保
険
は
保
護
者
の

住
所
地
で
継
続
と
な
り
、
毎
年

度
手
続
き
が
必
要
で
す
。
進
級

な
ど
で
継
続
し
て
市
外
に
住
む

場
合
、
平
成
30
年
度
に
申
請
し

た
人
も
、
４
月
以
降
に
再
度
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
必
要
書
類

○
印
鑑

○
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

な
ど

※
入
学
前
の
人
は
「
合
格
通
知

書
」
や
学
費
な
ど
の
「
納
入
証
明

書
」
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

４月の子育てカレンダー
３日水 ７か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
５日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
８日月 すくすくあかちゃん広場 　　10:00 ～ 11:30
９日火 わんぱく広場 　　10:00 ～ 11:30
18日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
19日金 離乳食教室 　　10:00 ～ 11:30
25日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き

　

在
職
中
に
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
た
人
「
第
2
号
被
保
険

者
」
が
退
職
し
た
場
合
は
、
厚

生
年
金
か
ら
国
民
年
金
「
第
1

号
被
保
険
者
」
の
資
格
取
得
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
厚

生
年
金
の
脱
退
手
続
き
は
会
社

が
行
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
へ

の
加
入
手
続
き
は
被
保
険
者
自

身
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
偶
者
が
加
入
し

て
い
る
厚
生
年
金
の
被
扶
養
者

に
な
る
人
「
第
３
号
被
保
険
者
」

や
再
就
職
で
引
き
続
き
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
不

要
で
す
。

●
必
要
書
類

○
年
金
手
帳

○
印
鑑（
認
印
）

○
退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類

…
会
社
が
発
行
す
る
健
康
保

険
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は

離
職
票（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

退
職
日
を
証
明
）な
ど

●
事
例
紹
介　
次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
場
合
、
年
金

事
務
所
ま
た
は
市
役
所
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
年
金
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

配
偶
者
の
被
扶
養
者
に　
　

　

な
ら
な
い
場
合

（
例
）退
職
日
３
月
31
日（
資
格

喪
失
日
４
月
１
日
）

　

４
月
１
日
か
ら
国
民
年
金
第

1
号
被
保
険
者
と
な
り
、
４
月

末
以
降
も
第
１
号
被
保
険
者
で

あ
る
場
合
、
４
月
分
の
保
険
料

か
ら
納
付
し
ま
す
。

　

会
社
を
月
の
途
中
で　
　
　

　

辞
め
た
場
合

（
例
）退
職
日
４
月
15
日（
資
格

喪
失
日
４
月
16
日
）

　

４
月
16
日
か
ら
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
４
月

末
以
降
も
第
１
号
被
保
険
者
で

あ
る
場
合
、
４
月
分
の
保
険
料

か
ら
納
付
し
ま
す
。

　

配
偶
者
が
退
職
し
た
場
合

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

被
保
険
者
が
退
職
し
た
際
、
そ

の
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶

者
も
、
同
時
に
国
民
年
金
第
３

号
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し

扶
養
か
ら
外
れ
ま
す
。

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
２

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

大
腸
が
ん
と
は

　

大
腸
が
ん
は
大
腸
の
内
側（
粘

膜
）か
ら
発
生
す
る
悪
性
腫
瘍
で
、

40
歳
代
以
降
、
加
齢
と
共
に
増
え

る
疾
患
で
す
。
近
年
、
食
の
欧
米

化
な
ど
に
よ
り
大
腸
が
ん
に
な
る

人
が
増
え
て
お
り
、
女
性
で
は
乳

が
ん
に
次
い
で
２
番
目
、
男
性
で
も

胃
が
ん
、
肺
が
ん
に
次
い
で
３
番
目

に
多
い
が
ん
で
す
。
危
険
因
子
と

し
て
赤
肉
や
加
工
肉
の
摂
取
、
飲

酒
、
運
動
不
足
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

症
状
・
検
査

　

大
腸
が
ん
に
よ
る
症
状
に
は
出

血
、
頻
便
、
便
秘
、
腹
部
膨
満
感

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
出
血
は
比
較

的
早
期
に
わ
か
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
が

ん
が
内
側
に
大
き
く
な
り
大
腸
の

中
を
占
拠
し
た（
便
の
通
り
道
を

塞
い
だ
）場
合
に
で
て
く
る
症
状

で
す
の
で
、
見
つ
か
っ
た
時
に
は

既
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
無
症
状

時
の
検
査
、
検
診
が
重
要
で
す
。

　

大
腸
内
視
鏡
検
査
の
生
検（
組

織
採
取
）で
が
ん
細
胞
を
確
認
し
、

診
断
し
ま
す
。
内
視
鏡
技
術
は

年
々
進
歩
し
て
お
り
、
検
査
に
要

す
る
時
間
や
検
査
に
伴
う
痛
み
な

ど
の
症
状
は
格
段
に
軽
減
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
腸
を
空
に
す

る
た
め
に
、
検
査
前
日
か
ら
食
事

を
制
限
し
、
当
日
は
大
量
の
下
剤

を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
点
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
検
査
で

す
が
、
ポ
リ
ー
プ
の
う
ち
に
発
見

し
、
内
視
鏡
的
に
切
除
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
外
科
手
術
を
回
避

で
き
る
ば
か
り
か
、
大
腸
が
ん
を

予
防
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

治
療
方
法

　

大
腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
に

は
、
が
ん
の
進
行
度（
ス
テ
ー
ジ
、

０
～
Ⅳ
期
に
分
類
）と
治
療
方
針

を
決
め
る
た
め
の
検
査
を
行
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
Ｔ
検
査
や

腹
部
超
音
波
検
査
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ

Ｔ
検
査
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
検

査
に
よ
っ
て
、
が
ん
が
体
の
中
の

ど
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
て
、
ど
ん

な
治
療
法
が
最
善
な
の
か
を
判
断

し
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
標
準
治
療
は
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
お
り
、

一
般
的
に
０
～
Ⅰ
期
の
早
期
が
ん

に
は
内
視
鏡
的
切
除
が
、
Ⅰ
～
Ⅲ

ｂ
期
の
進
行
が
ん
に
は
外
科
的
切

除（
必
要
に
応
じ
て
抗
が
ん
剤
を

追
加
）が
、
Ⅳ
期
に
は
抗
が
ん
剤

が
選
択
さ
れ
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
治
療
成
績
は
5
年

生
存
率
と
し
て
よ
く
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
診
断
や
治
療
の
進
歩
に

よ
り
生
存
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す

が
、
Ⅲ
・
Ⅳ
期
の
成
績
は
ま
だ
ま

だ
満
足
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
や
は
り
原
則
は
早
期
発
見・

早
期
治
療
で
す
。
恐
が
ら
ず
に
気

軽
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 あかちゃん人形で抱っこの仕方を学び、あ

かちゃんの重さに驚く子どもたち。
中間北小学校の４年生が、あかちゃん人形
を使っておむつ替えなどを体験。
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募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

（
抽
選
方
式
）

　

募
集
対
象
団
地
や
戸
数
、
申

込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集

案
内
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
県
営
住
宅

の
空
家
の
一
部
に
つ
い
て
、
申

込
順（
先
着
順
）で
入
居
者
を
決

定
す
る
「
常
時
募
集
」
を
開
始

し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
住
宅

　
県
内
の
県
営
住
宅

●
申
込
期
間

　
４
月
８
日
月
～
19
日
金

●
募
集
案
内
書
配
布
場
所　
市
役

所
案
内
、
都
市
計
画
課
、
東
部

出
張
所
、
西
部
出
張
所
、
県
住

宅
供
給
公
社
北
九
州
管
理
事
務

所（
八
幡
西
区
西
曲
里
町
２
‐

１
黒
崎
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）

※
４
月
８
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
先　
県
住
宅
供
給
公
社
北

九
州
管
理
事
務
所

　
☎（
６
２
１
）３
３
０
０

国
税
専
門
官

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
る
か
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
試
験
期
日

○
第
１
次
試
験
…
６
月
９
日
日

○
第
２
次
試
験
…
７
月
11
日
木
～

19
日
金
の
う
ち
指
定
す
る
日

●
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

●
受
験
資
格

○
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
当
て
は
ま
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
と
２
０
２
０

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

●
申
込
受
付
期
間　
３
月
29
日
金

～
４
月
10
日
水（
受
信
有
効
）

※
受
験
案
内
を
確
認
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

○
若
松
税
務
署

　
☎（
４
８
２
）１
６
１
２

○
福
岡
国
税
局

　
☎
０
９
２（
４
１
１
）０
０
３
１

○
国
税
庁
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.nta.go.jp

労
働
基
準
監
督
官

　

申
込
方
法
や
最
新
情
報
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
試
験
期
日

○
第
１
次
試
験
…
６
月
９
日
日

○
第
２
次
試
験
…
７
月
16
日
火
～

18
日
木
の
う
ち
指
定
す
る
日

●
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

●
試
験
区
分
・
採
用
予
定
数

○
労
働
基
準
監
督
Ａ（
法
文
系
）

　
…
200
人

○
労
働
基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）

　
…
60
人

※
採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
随
時
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

○
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
当
て
は
ま
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
と
２
０
２
０

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

●
申
込
受
付
期
間　
３
月
29
日
金

～
４
月
10
日
水（
受
信
有
効
）

※
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア

ド
レ
ス
…

　

http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html

●
問
合
先

○
福
岡
労
働
局

　
☎
０
９
２（
４
１
１
）４
７
４
１

○
人
事
院
九
州
事
務
局

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

○
人
事
院
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.jinji.go.jp
イ
ベ
ン
ト

春
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　

早
春
の
息
吹
が
立
ち
込
め
る

垣
生
公
園
で
、
み
ん
な
で
春
探

し
を
し
ま
せ
ん
か
。
１
人
で
の

参
加
も
歓
迎
で
す
。

●
日

時

　
３
月
21
日
祝
・
10
時
～
正
午

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

垣
生
公
園
、
中
島

●
対

象　
５
歳
以
上

●
料

金

　
１
人
200
円（
保
険
料
、
教
材
費
）

●
持
ち
物

　
水
筒
、
雨
具（
雨
天
の
場
合
）

●
定

員　
30
人
程
度

●
申
込
方
法

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

●
必
要
事
項

　
代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
・

住
所
、
参
加
者
の
氏
名
・
年
齢

●
申
込
締
切　
３
月
15
日
金

●
申
込
先

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
１
８
４

　
℻（
２
４
４
）１
２
３
２

○
メ
ー
ル
…

　

shiminkyoudou@city.nakama.lg.jp

※
日
曜
・
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

●
問
合
先　
猿さ

わ
た
り渡
携
帯

　
☎
０
９
０（
５
２
８
５
）２
６
３
０

お
知
ら
せ

広
域
行
政
事
務
組
合

入
札
参
加
資
格
申
請
書
受
付

　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
で
は
、
平
成
31
年
度
お

よ
び
２
０
２
０
年
度
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
を
受
け
付
け
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
要
領
と
各

様
式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
対
象
業
務

○
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
な
ど

○
物
品
そ
の
他
官
公
需
供
給
業
務

●
受
付
期
間　
４
月
１
日
月
～
26

日
金
・
９
時
～
16
時（
正
午
～

13
時
を
除
く
）

●
受
付
場
所
・
問
合
先

　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合（
遠
賀
町
大
字
今
古
賀

６
０
３
番
地
１
）

　
☎（
２
９
３
）３
５
８
１

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://onga-nakama.or.jp 

折
尾
駅
の
の
り
ば
変
更

　

折
尾
駅
の
一
部
高
架
化
に
伴

い
、
福
北
ゆ
た
か
線・若
松
線（
筑

豊
本
線
）の
の
り
ば
が
新
し
く
作

ら
れ
た
ホ
ー
ム
に
移
動
し
ま
す
。

　

乗
り
換
え
に
は
こ
れ
ま
で
よ

り
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
３
月
16
日
土
～

●
問
合
先　
折
尾
駅

　
☎（
６
９
１
）０
０
２
４

子
育
て
女
性
再
就
職
支
援

出
張
面
接
相
談

　

中
間
市
で
は
、
福
岡
県
子
育

て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
と

共
催
し
「
子
育
て
女
性
再
就
職

支
援
出
張
面
接
相
談
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

育
児
や
介
護
な
ど
家
庭
の
都

合
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
辞
め
た

け
れ
ど
、
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
女
性
の
み
な
さ
ん
、
ま
ず

は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
就

職
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
、
就
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

就
業
相
談
や
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

●
相
談
日
時　

毎
月
第
２
木
曜

日
・
10
時
～
正
午

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日
に
実
施

し
ま
す
。

●
場

所　
人
権
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　
電
話

※
相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に
予

約
が
必
要
で
す
。

●
申
込
先　

　
県
北
九
州
労
働
者
支
援
事
務
所

　
☎（
５
３
３
）６
６
３
７

●
問
合
先

　
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

（
新
任
期
）

　

訪
問
看
護
に
従
事
す
る
も
し

く
は
従
事
し
よ
う
と
す
る
看
護

師
な
ど
が
、
訪
問
看
護
に
必
要

な
基
本
的
知
識
や
技
術
を
修
得

す
る
た
め
の
研
修
で
す
。

●
期

日　
６
月
４
日
火
～
10
月

23
日
水
の
間
の
25
日
間

●
時

間

○
講
義
・
演
習
…
９
時
30
分
～
16

時
30
分

※
実
習
は
施
設
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

●
場

所

○
講
義
・
演
習
…
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ

福
岡

○
実
習
…
県
内
の
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
保
健
所
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
施
設
な
ど

●
費

用　
５
０
、０
０
０
円（
資

料
代
な
ど
）

●
対

象　
訪
問
看
護
に
従
事
し

て
３
年
未
満
の
看
護
職

※
従
事
予
定
者
を
含
み
ま
す
。

●
定

員　
50
人

●
申
込
方
法　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
申
込
締
切　
４
月
19
日
金

●
申
込
・
問
合
先　

　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
812
‐
０
０
５
４　

福
岡
市

東
区
馬
出
四
丁
目
10
‐
1　
ナ

ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
内
）

　
☎
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
１

　
℻
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
３

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

https://www.fukuoka-kango.or.jp

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動
団
体

支
援
助
成
事
業

　

遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）

で
、
河
川
の
水
質
の
改
善
な
ど

を
目
的
と
し
た
環
境
保
全
活
動

を
行
う
住
民
団
体
に
対
し
て
そ

の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。
申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
団
体　
支
流
を
含
む
遠
賀

川
流
域
で
活
動
を
行
っ
て
い

る
、
ま
た
は
今
後
行
お
う
と
す

る
会
員
数
５
人
以
上
の
団
体

●
対
象
活
動　
除
草・清
掃
活
動
、

水
質
・
生
物
調
査
、
普
及
啓
発

活
動
な
ど

※
他
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
活

動
は
除
き
ま
す
。

●
対
象
活
動
期
間

　
６
月
～
２
０
２
０
年
１
月　

●
助
成
金
額

　
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

●
申
込
期
間

　
４
月
１
日
月
～
26
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
北
九
州
市
上

下
水
道
局
水
質
試
験
所

　
（
〒
806
‐
０
０
４
７　

八
幡
西

区
鷹
の
巣
三
丁
目
10
‐
16
）

　
☎（
６
４
１
）５
９
４
８

福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
解
決
事
業

　
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事

業
」
は
、
福
祉
施
設
・
事
業
所

や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で

提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
を
解
決
す
る
事
業

で
す
。

　

事
業
所
に
対
応
し
て
も
ら
え

な
い
、
直
接
話
し
に
く
い
な
ど

の
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
厳
守
の
う
え
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時　
毎
週
月
曜
～
金
曜

日
・
９
時
～
17
時

※
祝
日
と
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

●
対

象　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
と
そ
の
家
族
な
ど

●
相
談
方
法

　
電
話
、
手
紙
、
面
接

●
問
合
先　
県
運
営
適
正
化
委
員

会（
〒
816
‐
０
８
０
４　

春
日

市
原
町
三
丁
目
１
‐
７　
ク
ロ

ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
０
９
２（
９
１
５
）３
５
１
１

相
続
登
記
に
お
け
る

登
録
免
許
税
の
免
税
措
置

　

土
地
の
相
続
登
記
に
つ
い
て
、

登
録
免
許
税
が
免
税
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
近
く
の

法
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
対
象
と
な
る
相
続
登
記

○
相
続
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た

人
が
相
続
登
記
を
し
な
い
で
死

亡
し
た
場
合
の
相
続
登
記

○
市
街
化
区
域
外
の
土
地
で
、
相

続
登
記
の
促
進
を
特
に
図
る
必

要
が
あ
る
も
の
と
し
て
法
務
大

臣
が
指
定
す
る
土
地
の
う
ち
、

不
動
産
の
価
格
が
10
万
円
以
下

の
土
地
に
係
る
相
続
登
記

●
免
税
期
間

　
２
０
２
１
年
３
月
31
日
ま
で

●
問
合
先

○
法
務
局
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://houmukyoku.moj.go.jp

○
福
岡
法
務
局

　
☎
０
９
２（
７
２
１
）４
５
７
０

防災無線の放送が聞き取れなかったとき
に、下記の番号に掛けると 24 時間以内
の直近１件の放送内容を確認できます。
通話料金は利用者負担です。

なかまコミュニティ無線（防災行政無線）
確認ダイヤルサービス

●確認ダイヤル番号
☎０５０（５５７８）２６２４

心地よい季節に、みんなで自然を
楽しんでみませんか。
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有
料
広
告
欄

み
ん
な
集
合

職
業
訓
練
生
募
集

　

技
術
を
身
に
付
け
、
早
期
就
職

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
施
設
見
学

会
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

金
属
加
工
技
術
科
・
導
入
訓
練

●
訓
練
期
間

○
金
属
加
工
技
術
科
…
５
月
８
日

水
～
10
月
31
日
木

○
導
入
訓
練
…
５
月
８
日
水
～
11

月
29
日
金

●
定

員

○
金
属
加
工
技
術
科
…
12
人

○
導
入
訓
練
…
18
人

●
対

象　

公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
求
職
を
申

し
込
ん
で
い
る
人

●
申
込
締
切　
４
月
４
日
木

●
選
考
日　
４
月
11
日
木

※
筆
記
試
験
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
先　
居
住
地
を
管
轄
す
る

公
共
職
業
安
定
所

●
受
講
料　
無
料

※
教
科
書
代
、
保
険
料
な
ど
は
自

己
負
担
で
す
。

●
問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

　
☎（
６
４
１
）６
９
０
９

　

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
科

●
訓
練
期
間

　
５
月
８
日
水
～
10
月
31
日
木

●
定

員　
12
人

●
対

象　
公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
求
職
を
申
し
込

ん
で
い
る
人

●
申
込
締
切　
４
月
15
日
月

●
選
考
日　
４
月
19
日
金

※
筆
記
試
験
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
先　
居
住
地
を
管
轄
す
る

公
共
職
業
安
定
所

●
受
講
料　
無
料

※
教
科
書
代
、
作
業
服
代
な
ど
は

自
己
負
担
で
す
。

●
問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

　
☎
０
９
４
８（
２
２
）４
９
８
８

安
心
ラ
イ
フ
シ
ェ
ア

　

生
活
上
の
困
り
ご
と
や
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
終
活
や
健
康
な

ど
に
関
す
る
ブ
ー
ス
出
展
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
専
門
分
野
の
人

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
先
着
100
人
に
あ
ま
茶
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時

　
４
月
８
日
月
・
正
午
～
16
時

●
場

所

　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対

象　
高
齢
者
、
障
が
い
者

と
そ
の
家
族

●
問
合
先　
天
の
詩

　
☎
０
９
０（
７
５
８
０
）４
４
４
３

特
別
国
内
感
動
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
参
加
者
募
集

　

徒
歩
や
路
線
バ
ス
で
本
州
を
横

断
し
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
文
化

や
自
然
に
触
れ
、
自
分
で
工
夫
す

る
こ
と
や
知
恵
を
育
む
「
日
本
海

か
ら
太
平
洋
へ　

野
宿
＆
世
界
文

化
遺
産
・
伝
統
文
化
体
験
の
旅
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
期

間（
九
州
地
区
出
発
）　

　
４
月
30
日
祝
～
５
月
４
日
祝（
４

泊
５
日
）

※
出
発
地
に
よ
り
期
間
が
異
な
り

ま
す
。

●
場

所　
金
沢
～
五
箇
山
～
白

川
郷
～
郡
上
八
幡
～
名
古
屋

●
対

象

　
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

●
定

員　
20
人

●
内

容　
野
宿
体
験
、
世
界
文

化
遺
産
見
学
、
野
外
炊
飯
な
ど

●
参
加
費（
福
岡
空
港
出
発
）

○
小
学
生
…
９
２
、０
０
０
円

○
中
学
生
…
１
２
１
、０
０
０
円

※
出
発
地
に
よ
り
参
加
費
が
異
な

り
ま
す
。

●
申
込
締
切

　
４
月
５
日
金
・
先
着
順

●
資
料
請
求
・
申
込
・
問
合
先　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年

研
修
協
会

　
☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

韓
国
語
講
座

　

韓
国
語
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
開
講
ク
ラ
ス

○
入
門
ク
ラ
ス
…
韓
国
語
が
全
く

わ
か
ら
な
い
人

○
初
級
ク
ラ
ス
…
韓
国
語
を
少
し

習
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

●
開
講
期
日

○
入
門
ク
ラ
ス
…
４
月
９
日
火

※
以
降
、
毎
週
火
曜
日
に
月
３
回

○
初
級
ク
ラ
ス
…
４
月
12
日
金

※
以
降
、
毎
週
金
曜
日
に
月
３
回

●
時

間

　
19
時
～
20
時
30
分

●
場

所　

遠
賀
韓
国
会
館（
水

巻
町
頃
末
南
二
丁
目
３
‐
１
）

●
定

員

　
各
ク
ラ
ス
20
人
・
先
着
順

●
受
講
料　
月
額
２
、５
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先

　
遠
賀
韓
国
会
館

　
☎（
２
０
１
）１
８
２
３

みんなで作るページだぬん。お知らせ
やイラストなどを送ってほしいぬん。
● 応募・問合先　秘書広報課
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp

日 曜 ４　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 月
2 火
3 水
4 木 ○時間外窓口開設　市民課など　（17:15 ～ 19:00）
5 金
6 土 ○おはなし会（図書館員）　市民図書館　（11:00 ～）
7 日 ○福岡県知事・福岡県議会議員一般選挙投票日　各投票所　（7:00 ～ 20:00）
8 月
9 火

10 水
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）
○５月保育所入所受付締切　こども未来課　（締切17:15）
○市内中学校入学式　市内各中学校

11 木

○�第43回中間市ゲートボール大会（予備日は12日）　太陽のひろば　（受付8:30～）
○�「子育て女性再就職支援」出張面接相談（4/9までに要予約）　人権センター
　（10:00 ～ 12:00）
○時間外窓口開設　市民課など　（17:15 ～ 19:00）
○市内小学校入学式　市内各小学校

12 金

13 土 ○�ハーモニーClass 文化講座　室礼一日体験講座「端午の節句」　なかまハー
モニーホール　（開講13:30 ～）

14 日 環境美化の日
○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 12:00）

15 月
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土 ○「子ども読書の日」特別おはなし会　市民図書館　（11:00 ～）

21 日
○第11回やっちゃれビーチボールバレー大会　体育文化センター　（受付8:30 ～）
○市税などの休日納付窓口の開設　収納課　（9:00 ～ 12:00）
○「わくわくアニメ」上映会　市民図書館　（13:30 ～）

22 月
23 火

24 水 ○ベビーマッサージ　子育て支援センター　（10:30 ～ 11:30）
○市税などの夜間納付窓口の開設（25日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）

25 木
26 金

27 土 ○おはなし会（なかまフレンズ）　市民図書館　（11:00 ～）
○NHKのど自慢（予選会）　なかまハーモニーホール　（11:40 ～）

28 日 ○第42回中間市ソフトテニス大会　ジョイパルなかま庭球場　（受付8:30 ～）
○NHKのど自慢（本選）　なかまハーモニーホール　（開場11:00 ～）

29 月
30 火
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

１月 累計
建 物 ０件 ０件
林 野 ０件 0 件
車 両 ０件 0 件
その他 ０件 ０件
件 数 ０件 ０件

■火災発生件数■

■人の動き■
平成 31 年 1 月末現在（前月比）

○人 口…42,018 人（－ 47）
○ 男 …19,584 人（－ 12）
○ 女 …22,434 人（－ 35）
○世帯数…20,546 世帯（－ 10）

12 月 累計
件 数 14 件 219 件
死 者   0 人 4 人
負傷者 18 人 301 人

■交通事故発生件数■
平成 30 年 12 月末現在
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有
料
広
告
欄

■
 発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
秘

書
広

報
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報
な
か
ま

平
成
31
年
３
月
号
N
o.1040

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

38円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

■�点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　秘書広報課広報広聴係
　☎（２４６）６２７１

編集後記

NAKAMA’ s Letter

２

めんたいワイド「ひとり観光協会」（FBS）に出演し、フットパス
や地元で採れる野菜、私の行きつけの店「バスキチ」を紹介

しました。放送はすでに終わってしまいましたが、３月18日月か
らの１週間は「ふるさと�Wish」（KBC・詳細記事＝P14）で中間市を
特集します。また、その締めくくりとしてKBCと J:COMがタイアッ
プした公開収録を行います。「なんでも鑑定団」（TVQ）に「新・BS
日本のうた」「のど自慢」（NHK）など多くのメディアに登場する中
間市。これからも中間の魅力を全力発信していきます。

市長っていったい何をしているんだろう。
NAKAMA のために日々奮闘を続ける、
市長の足あととその想いを写真で巡ります。

メディア露出で大忙し １

３
１. お笑い芸人 EE 男・山口たかし

さんと中間の街並みをぶらり。
２． 「健康運動推進実践グループ知

事表彰　優秀賞」を受賞したセ
ミナー元気会のみなさんが来庁。

３. 劇団ショーマンシップの舞台に
ゲスト出演。公演後は、トーク
ショーで中間の魅力を発信。

４.  イオンなかま店の節分豆まき大
会に参加。

４

▶広報紙の編集に携わるようになって早
くも１年が過ぎようとしています。「こ
うしたい」という欲求は回を重ねるごと
に増えてきたのですが、それを形にでき
るだけの技術が伴わず、いまだ苦戦する
毎日を送っています。読みやすく、読み
ごたえのある内容にするために、これか
らもより多くのことを学び自分のものに
していきたいです。（卓）
▶なかまるしぇ（P23）でダンススクー
ル「Style of the Source．」を取材し、
数々の実績を残す KANA 先生に話を伺
いました。ダンスとは無縁の私。広報の
担当でなければ、店を紹介するコーナー
がなければ、こんな貴重な機会はなかっ
たはず…。これからも輝く人との出会い
を大切にしながら、みなさんのもとにす
てきな情報をお届けします。（翔）

わが家の「アイドル・ヒーロ
ー」を掲載しませんか。対象
は未就学児までです。必要
事項に写真を添えて、メー
ルで応募してください。
● 必要事項　氏名、ふりが

な、生年月日、住所、連絡先、
メッセージ（40 ～ 50 字）

● 応募・問合先　広報広聴係
　☎（246）6271
○メールアドレス…
　koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

H30.8.21 生　（岩瀬西町）
橋
は し も と

本 夏
か り ん

凛ちゃん
H29.7.27 生　（弥生一丁目）

 八
や し お

汐 慶
け い じ ゅ

樹ちゃん

愛嬌たっぷりでいつもニコニ
コな夏凛ちゃん。パパとママ
の宝物です。これからもすく
すく育ってね。大好きだよ！

外遊びが大好きな慶ちゃん。
毎日何か成長していて、その
発見が家族みんなの喜びで
す。

NAKAMA’

 Lette
r

na
ka

pp

a  l
oves  nakama-city♬

    nakappa loves friends♬    nakappa loves c
uc

um
be

r♬

s


